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論
文
要
旨

　

明
清
時
期
の
中
国
で
は
、
儒
教
・
仏
教
・
道
教
三
教
混
交
の
道
徳
を
説
く
善
書

や
布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
一
九
世
紀
以
降
扶

と
い
う
神
降
ろ
し
で
得
た

示
に
基
づ
い
て
新
た
な
善
書
が
作
成
さ
れ
、
鸞
堂
や

新
興
の
民
間
宗
教
慈
善
団
体
を
通
じ
て
広
く
出
版
さ
れ
て
中
国
各
地
に
普
及
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
善
書
や
布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
す
る
担
い
手

の
姿
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
制
約
か
ら
探
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
出
版
活
動
の

全
体
像
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
重
慶
北
碚
区
図
書
館
の
所
蔵
す
る
合
川
会
善
堂
慈
善
会
と
い
う
善

堂
の
出
版
物
を
分
析
し
、
四
川
東
部
の
県
城
に
あ
る
一
つ
の
善
堂
が
行
う
出
版
活

動
の
様
相
を
跡
づ
け
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
会
善
堂
で
は
鸞
堂
と
同
善
社
と
い
う
二

つ
の
異
な
る
宗
教
的
系
譜
に
基
づ
い
て
書
籍
が
収
集
さ
れ
、
教
団
支
部
間
の
情
報

共
有
が
同
善
社
の
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
宗
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
出
版
と

流
通
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
同
善
社
、
扶
鸞
、
善
書
、
出
版
、
清
末
四
川
】

は
じ
め
に

　

明
清
時
期
、
中
国
の
民
間
に
て
数
多
く
の
善
書
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
な
か

で
も
清
末
の
善
書
は
、
主
に
神
降
ろ
し
（
扶

あ
る
い
は
扶
鸞
と
称
す
る
）
に

よ
っ
て
得
た
神
仙
の

示
を
書
き
と
め
る
形
式
を
主
流
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宋
明
の
善
書
と
異
な
る
「
新
善
書
」
と
も
称
さ
れ
る）1
（

。
そ
れ
は
、
扶

を
行
う

壇
（
善
堂
、
鸞
堂
と
も
い
う
）
が
担
い
手
と
な
っ
て
民
衆
を
教
導
す
る
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
清
代
民
間
教
派
や
二
〇
世
紀
初
頭

に
生
ま
れ
た
新
興
宗
教
慈
善
団
体
の
教
説
を
伝
え
る
媒
体
と
も
な
り
、
地
域
を

越
え
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
は
近
代
中
国
の
〝
扶
鸞
宗
教
運

動
〞
の
展
開
を
探
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
史
料
と
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た）2
（

。

　

近
年
、
こ
の
よ
う
な
善
書
形
式
の
民
衆
宗
教
文
献
が
活
発
に
影
印
出
版
さ
れ

て
い
る
も
の
の）3
（

、
そ
の
宗
教
文
献
を
出
版
す
る
側
に
眼
を
向
け
て
み
る
と
、
出

近
代
中
国
民
衆
宗
教
の
書
籍
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
考

│
│
重
慶
合
川
会
善
堂
慈
善
会
刊
本
目
録
│
│

小
武
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版
か
ら
流
通
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
国
に
現
れ
る
仏
教
居
士
・
道
士
に
よ
る
新
興
教
団
や

民
衆
教
団
に
つ
い
て
は
、
王
見
川
や
ポ
ー
ル
・
カ
ッ
ツ
の
分
析
に
よ
っ
て
そ
れ

ら
の
刊
行
物
が
北
京
や
上
海
の
租
界
と
い
っ
た
都
市
の
書
店
に
て
販
売
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
同
善
社
は
清
代
青
蓮
教
の
流
れ
を

汲
む
民
間
教
派
か
ら
生
ま
れ
た
代
表
的
な
新
興
宗
教
慈
善
教
団
の
一
つ
で
あ
る

が
、
信
徒
と
な
る
中
国
知
識
人
が
北
京
の
天
華
印
書
館
（
開
設
時
期
：
？
〜
一

九
二
七
年
）
や
上
海
の
明
善
書
局
（
一
九
三
一
〜
一
九
四
一
年
）
の
設
立
と
経

営
の
発
展
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る）4
（

。
当
時
の
エ
リ
ー
ト
の
支

持
を
得
て
、
中
国
各
地
で
数
多
く
の
宗
教
文
献
を
刊
行
し
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、

同
善
社
の
出
版
活
動
の
実
態
は
資
料
の
制
約
の
た
め
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
各

支
社
で
流
通
す
る
出
版
物
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
が
不
十
分
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
よ
り
二
〇
一
二
年
の
間
、
重
慶
市
北
碚

区
図
書
館
に
お
い
て
資
料
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
民
国
時
期
の
重
慶
府
合
川

県
に
「
合
川
会
善
堂
慈
善
会
」（
以
下
、
会
善
堂
と
記
す
）
と
称
す
る
善
堂
に

よ
っ
て
重
版
あ
る
い
は
刊
刻
さ
れ
た
一
群
の
善
書
・
布
教
書
類
（
以
下
、
会
善

堂
刊
本
と
記
す
）
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た）5
（

。
会
善

堂
は
、
合
川
の
善
堂
で
あ
る
と
と
も
に
、「
会
星
号
」
と
称
す
る
同
善
社
の
基

幹
支
部
組
織
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
会
善
堂
刊
本
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
近
代
中
国
に
お
け
る
民
衆
宗
教
が
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
宗

教
文
献
の
流
通
を
背
景
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

は
じ
め
に
、
基
礎
作
業
と
し
て
会
善
堂
の
性
格
及
び
出
版
活
動
に
つ
い
て
見

て
ゆ
き
、
北
碚
区
図
書
館
が
收
藏
す
る
会
善
堂
刊
本
を
そ
の
内
容
ご
と
に
分
類

し
た
も
の
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
会
善
堂
刊
本
の
刊
行
を
手
掛
か
り
に
、
同

善
社
と
結
び
つ
い
た
善
堂
に
よ
る
善
書
流
通
の
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

い
。一　

会
善
堂
の
出
版
活
動

　

合
川
県
の
諸
史
料
に
現
れ
る
会
善
堂
は
、
一
九
一
六
年
に
重
慶
（
四
川
省
東

川
道
。
本
稿
で
は
重
慶
と
記
す
）
の
合
川
（
清
代
は
合
州
、
今
の
合
川
県
）
に

お
け
る
士
人
ら
六
〇
〇
名
が
集
っ
て
設
立
し
た
慈
善
会
と
し
て
の
姿
で
あ
る
。

そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
拙
稿）6
（

に
て
明
ら
か
に
し
た
が
、
繰
り
返
し
述
べ
る

と
、
体
制
変
革
後
の
合
川
に
お
い
て
、
会
善
堂
は
、
民
国
初
期
の
福
祉
機
能
の

低
下
し
た
公
局
に
代
わ
っ
て
民
間
の
慈
善
団
体
が
急
速
に
発
展
し
て
ゆ
く
中
で

生
ま
れ
た
慈
善
団
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
善
堂
の
極
め
て

特
異
な
点
と
し
て
、
そ
の
背
景
に
鸞
堂
・
同
善
社
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
宗
教

的
背
景
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
咸
豊
末
年
か
ら
光
緒
年
間
に

か
け
て
、
太
平
天
国
・
大
足
教
案
と
つ
づ
く
騒
乱
に
あ
る
中
で
、
会
善
堂
は
、

合
州
に
て
民
衆
教
化
を
行
っ
た
広
元
・
広
慧
（
光
月
老
人
）
の
系
譜
に
由
来
し
、

清
末
四
川
の
各
地
に
現
れ
た
儒
壇
や
皇
壇
と
称
す
る
鸞
堂
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

民
国
期
に
お
い
て
も
、
県
城
内
の
古
聖
寺
を
拠
点
と
し
て
、
そ
の
一
階
に
〝
皇
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壇
〞
の
牌
位
を
、
二
階
に
〝
天
地
君
親
師
〞
の
牌
位
を
奉
り
、
坐
功
と
称
す
る

修
養
や
扶
鸞
、
追
善
供
養
と
い
っ
た
儀
礼
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る）7
（

。

　

さ
ら
に
、
一
九
一
〇
年
代
に
同
善
社
に
取
り
込
ま
れ
、
清
代
青
蓮
教
に
由
来

す
る
民
間
教
派
の
支
部
の
一
つ
と
な
っ
て
ゆ
く
。
同
善
社
の
前
身
で
あ
る
礼
門

は
）
8
（

、
も
と
も
と
青
蓮
教
一
三
代
祖
師
楊
還
虚
か
ら
教
え
を
受
け
た
四
川
広
安
人

黎
晩
成
が
同
治
二
（
一
八
六
三
）
年
に
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
道
統
が
袁

世
河
、
胡
慧
貞
、
彭
廻
龍
へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
九
年
に
重

慶
永
川
人
彭
廻
龍
が
礼
門
を
継
承
す
る
と
、
永
川
県
に
本
拠
地
と
な
る
洪
信
祥

号
を
設
け
て
四
川
東
部
を
布
教
し
、
一
九
一
七
年
に
北
洋
政
府
内
務
部
に
「
同

善
総
社
」
が
批
准
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
急
速
な
勢
い
で
中
国
各
省
の
主
要
都
市

を
中
心
に
支
社
を
拡
げ
組
織
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
二
年
か
ら
一
三
年
に
か

け
て
、
四
川
東
部
の
諸
県
で
先
天
八
号
と
称
す
る
八
つ
の
基
幹
支
部
が
設
け
ら

れ
る
が
、
会
善
堂
も
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。
慈
善
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
、

同
善
社
の
合
川
に
お
け
る
支
社
「
会
星
号
」
と
し
て
、
同
善
社
の
草
創
期
よ
り

陵
・
南
充
・
江
北
と
い
っ
た
四
川
東
部
の
管
轄
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

合
川
県
城
内
に
は
、
会
星
号
と
し
て
の
事
務
所
が
あ
る
ほ
か
、
県
城
東
南
の

草
街
郷
に
あ
る
古
聖
寺
を
宗
務
所
と
し
た
。
古
聖
寺
・
事
務
所
・
慈
善
会
に
は

そ
れ
ぞ
れ
責
任
者
が
お
り
、
各
責
任
者
を
号
首
・
善
長
・
会
長
と
称
し
た
。
ま

た
堂
内
で
執
り
行
わ
れ
る
祭
祀
の
責
任
者
は
香
灯
、
信
徒
は
弟
子
や
壇
友
な
ど

と
呼
ば
れ
た
。
信
徒
と
な
る
た
め
に
は
加
入
儀
式
が
あ
り
、
入
社
者
は
老
師
の

推
薦
を
受
け
た
の
ち
、
恩
職
と
称
す
る
位
階
上
位
者
に
よ
っ
て
扶
鸞
で
決
定
さ

れ
た
壇
名
を
も
ら
い
、「
天
」
の
字
輩
を
授
か
っ
た
と
い
う）9
（

。
こ
こ
か
ら
、
会

善
堂
が
扶
鸞
や
同
善
社
の
宗
教
儀
礼
な
ど
を
行
う
宗
務
所
、
メ
ン
バ
ー
の
交
流

の
場
で
あ
る
事
務
所
、
慈
善
団
体
の
三
部
門
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
九
一
五
年
の
成
立
か
ら
活
動
停
止
と
な
る
一
九
四
〇
年
ま
で
の
間
に
、
会

善
堂
が
刊
行
し
た
善
書
類
は
、
管
見
の
限
り
お
よ
そ
一
三
一
点
を
確
認
で
き
る
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
同
善
社
の
教
祖
や
信
徒
が
著
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
七
点
、
他
の
民
間
教
派
の
経
典
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る
も
の
八
点
、

善
書
類
五
五
点
（
鸞
文
を
含
む
）、
儒
教
の
義
理
を
説
い
た
も
の
一
七
点
、
仏

教
経
典
類
六
点
、
道
教
経
典
類
二
八
点
、
医
学
書
五
点
、
啓
蒙
書
四
点
、
そ
の

他
一
点
、
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
会
善
堂
の
信
徒
自
ら
が
著
し
た
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
会
善
堂
の
信
徒
が
県
内
で
版
木
を
収
集
し
、
堂
内
で
重
刊
し

た
も
の
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
県
外
の
同
善
支
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
善
書
や

布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
類
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
会
善
堂
の
活
動
を
略

述
し
た
『
合
川
会
善
堂
慈
善
会
弁
法
書
』（
以
下
、『
弁
法
書
』
と
記
す）10
（

）
に
よ

れ
ば
、
一
九
一
八
年
に
閲
善
書
社
を
設
け
て
管
理
人
を
雇
っ
て
版
木
を
保
管
し

た
と
あ
る
。
会
善
堂
の
各
事
業
が
基
本
的
に
会
員
の
無
償
奉
仕
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
一
方
、
善
書
に
つ
い
て
は
雇
人
に
よ
る
管
理
を
行
い
、
慎
重
に
取

扱
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

印
刷
の
方
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
善
書
の
版
木
に
は
会
善
堂
側
で
新
た

に
刻
し
た
も
の
と
、
信
徒
の
集
め
た
版
木
が
あ
る
。
会
善
堂
に
版
木
を
提
供
し

て
印
刷
を
希
望
す
る
場
合
、
会
善
堂
の
執
事
人
が
古
い
善
書
を
捜
査
し
て
破
損

状
態
を
調
べ
、
随
時
に
梓
工
を
雇
い
補
完
し
て
印
刷
し
た）11
（

。
ま
た
、
県
内
に
あ

る
も
の
は
関
岳
廟
内
の
春
秋
閣
に
集
め
、
県
外
や
遠
方
か
ら
得
た
版
木
と
区
別
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し
な
が
ら
印
刷
さ
れ
た
と
い
う）12
（

。
版
木
の
所
在
元
を
明
確
に
分
け
て
い
た
こ
と

か
ら
、
各
同
善
支
社
の
間
で
版
木
の
貸
し
借
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

費
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
刊
本
の
封
面
に
は
「
版
木
は
合
川
会

善
堂
が
布
施
に
よ
っ
て
刊
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
寄
贈
し
た
も
の
は
み
な
版
木

の
費
用
を
取
ら
な
い
（
板
存
合
川
会
善
堂
慈
善
会
捐
刻
、
凡
送
者
、
不
取
板

貲
）」
と
い
う
断
り
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
善
書
は
、
執
事
人
が
取
捨
選
択

し
て
数
百
冊
を
印
刷
し
て
定
期
集
会
に
信
徒
へ
配
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
印
刷

代
は
信
徒
か
ら
徴
収
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う）13
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、

会
善
堂
の
出
版
事
業
は
、
信
徒
の
布
施
や
会
款
（
会
善
堂
に
納
め
る
定
期
的
な

会
費
）
を
も
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

閲
善
書
社
の
管
理
す
る
書
庫
で
は
、
会
善
堂
刊
本
を
経
典
類
・
格
言
類
・
聖

諭
類
・
伝
説
類
・
図
説
類
・
観
世
文
類
に
分
け
て
保
管
し
た
と
い
う
。
そ
の
装

丁
は
、
基
本
的
に
ど
れ
も
漢
装
本
の
中
本
、
厚
手
の
黄
土
色
紙
を
用
い
て
表
紙

を
改
装
し
た
も
の
が
多
く
、
紙
質
は
粗
悪
で
あ
る
。
表
題
は
、
刷
り
題
簽
、
墨

書
に
よ
る
書
き
題
簽
、
お
よ
び
題
簽
な
し
の
直
書
き
の
い
ず
れ
か
を
付
し
て
い

る
。
刊
本
に
は
、（
一
）
封
面
に
「
板
存
合
川
会
善
堂
慈
善
会
」
と
記
載
さ
れ

た
も
の
、（
二
）
封
面
や
刊
記
が
な
く
、
北
碚
区
図
書
館
目
録
に
「
合
川
会
善

堂
慈
善
会
重
印
本
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。『
弁
法
書
』
に
は
会
善
堂

が
収
集
し
た
「
各
種
善
書
底
板
目
録
」
を
載
せ
て
お
り
、
本
稿
で
は
刊
記
の
な

い
場
合
も
「
各
種
善
書
底
板
目
録
」
に
拠
っ
て
会
善
堂
刊
本
と
見
な
し
た
。
さ

ら
に
、
北
碚
区
図
書
館
目
録
に
会
善
堂
重
印
本
と
記
さ
れ
な
が
ら
原
本
に
刊
記

が
な
く
、『
弁
法
書
』
に
も
書
名
が
確
認
で
き
な
い
刊
本
に
つ
い
て
は
、
単
に

当
該
図
書
館
目
録
に
拠
り
、
同
じ
く
会
善
堂
刊
本
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

会
善
堂
が
重
刊
し
た
も
の
で
原
版
の
作
成
年
代
が
比
較
的
明
確
な
も
の
の
う

ち
、
会
善
堂
の
会
員
が
県
内
外
で
収
集
し
た
と
思
わ
れ
る
善
書
の
版
本
を
時
代

順
に
列
す
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
清
初
期
か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
幅
広
い
年

代
の
刊
行
物
が
扱
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
悟
性
窮
源
』
順
治
一
八
（
一
六
六
一
）
年

　
『
済
度
本
願
真
経
』
康
煕
五
（
一
六
六
六
）
年

　
『
参
同
契
闡
幽
』
康
煕
八
（
一
六
六
九
）
年
序

　
『
色
戒
録
』
康
煕
三
五
（
一
六
九
六
）
年

　
『
文
昌
帝
君
功
過
格
』
雍
正
二
（
一
七
二
四
）
年

序

　
『
麻
科
合
璧
』
乾
隆
五
（
一
七
四
〇
）
年

　
『
文
昌
化
書
』
乾
隆
一
二
（
一
七
四
七
）
年

　
『
関
帝
宝
訓
』
乾
隆
四
七
（
一
七
八
二
）
年

　
『
金
仙
證
論
』
乾
隆
五
五
（
一
七
九
〇
）
年

　
『
慧
命
経
』
乾
隆
五
六
（
一
七
九
四
）
年

　
『
金
剛
経
伝
灯
真
解
』
嘉
慶
元
（
一
七
九
六
）
年
、
同
治
五
（
一
八
六
六
）

年
序

　
『
性
命
微
言
』
嘉
慶
一
〇
（
一
八
〇
五
）
年

　
『
家
庭
合
璧
』
嘉
慶
一
〇
（
一
八
〇
五
）
年

　
『
儒
門
語
要
』
嘉
慶
二
二
（
一
八
一
七
）
年

　
『
奏
善
真
君
霊
籤
』
道
光
六
（
一
八
二
六
）
年
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『
関
帝
謨
訓
集
注
』
道
光
一
六
（
一
八
三
六
）
年

　
『
覚
世
真
経
本
』
道
光
一
八
（
一
八
三
八
）
年

　
『
明
聖
経
註
釈
』
道
光
二
〇
（
一
八
四
〇
）
年

　
『
指
路
宝
伐
』
道
光
二
〇
年

　
『
聖
賢
実
学
』
道
光
二
九
（
一
八
四
九
）
年

　
『
退
思
子
師
説
』
道
光
三
〇
（
一
八
五
〇
）
年

　
『
療
飢
良
方
』
咸
豊
四
（
一
八
五
四
）
年

　
『
観
音
夢
授
真
経
』
咸
豊
七
（
一
八
五
七
）
年

　
『
感
応
篇
』
咸
豊
一
〇
（
一
八
六
〇
）
年

　
『
玄
祖
真
経
』
同
治
三
（
一
八
六
四
）
年

　
『
戒
色
篇
直
講
』
同
治
三
（
一
八
六
四
）
年

　
『
三
三
帰
一
』
同
治
三
年

　
『
経
済
尋
源
』
同
治
四
（
一
八
六
五
）
年

　
『
三
教
心
法
』
同
治
九
（
一
八
七
〇
）
年

　
『
二
科
必
読
』
同
治
一
〇
（
一
八
七
一
）
年

　
『
清
静
経
図
注
』
同
治
一
一
（
一
八
七
二
）
年

　
『
好
生
篇
』
同
治
一
三
（
一
八
七
四
）
年

　
『
種
梅
心
法
』
光
緒
二
（
一
八
七
六
）
年

　
『
廻
瀾

草
』
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年

　
『
広
生
要
旨
』
光
緒
九
（
一
八
八
三
）
年

　
『
道
徳
経
註
』
光
緒
一
〇
（
一
八
八
四
）
年

　
『
天
律
功
過
格
諧
音
読
本
』
光
緒
一
二
（
一
八
八
六
）
年

　
『
学
庸
詮
解
』
光
緒
一
六
（
一
八
九
〇
）
年

　
『
養
生
保
命
録
』
光
緒
一
六
年

　
『
急
救
応
験
良
方
』
光
緒
一
七
（
一
八
九
一
）
年

　
『
終
身
宝
』
光
緒
二
六
（
一
九
〇
〇
）
年

　
『
万
仏
縁
経
』
光
緒
二
九
（
一
九
〇
三
）
年

　
『
訓
女
快
読
』
光
緒
三
〇
（
一
九
〇
四
）
年

　
『
内
経
秘
訣
』
光
緒
三
〇
（
一
九
〇
四
）
年

　
『
関
帝
十
二
戒
規
』
光
緒
三
四
（
一
九
〇
八
）
年

　
『
仙
仏
真
伝
』
民
国
二
（
一
九
一
三
）
年

　
『
万
教
帰
原
』
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年

　
『
九
経
註
解
』
民
国
六
（
一
九
一
七
）
年

　
『
祈
雨
正
宗
』
民
国
六
年

　
『
中
学
参
同　

悟
性
窮
源　

太
乙
精
華
』
民
国
七
（
一
九
一
八
）
年

　
『
桃
花
源
伝
奇
』
民
国
七
年

　
『
六
祖
壇
経
』
民
国
八
（
一
九
一
九
）
年

　
『
色
門
棒
喝
』
民
国
九
（
一
九
二
〇
）
年

　
『
身
世
準
縄
』
民
国
一
〇
（
一
九
二
一
）
年

　
『
復
真
十
要
』
民
国
一
〇
年

　
『
四
字
便
蒙
学
校
課
本
』
民
国
一
一
（
一
九
二
二
）
年

　
『
続
千
家
詩
』
民
国
一
一
年

　
『
求
地
真
訣
』
民
国
一
一
年

　
『
治
家
模
範
』
民
国
一
五
（
一
九
二
六
）
年
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『
呂
祖
釈
義　

大
学
聖
経
』
民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年

　
『
救
世
直
言
』
民
国
二
一
（
一
九
三
二
）
年

　
『
福
寿
根
基
』
民
国
二
一
年

　
『
崇
実
学
論
』
民
国
二
二
（
一
九
三
三
）
年

ま
た
、
会
善
堂
刊
本
の
う
ち
扶

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
鸞
書
に
は
、
主
に
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
『
奏
善
真
君
霊
籤
』
道
光
六
（
一
八
二
六
）
年

　
『
関
帝
謨
訓
集
注
』
道
光
一
六
（
一
八
三
六
）
年

　
『
関
帝
宝
訓
』
道
光
一
六
年

　
『
覚
世
真
経
本
』
道
光
一
八
（
一
八
三
八
）
年

　
『
桃
園
明
聖
経
註
釈
』
道
光
二
〇
（
一
八
四
〇
）
年

　
『
指
路
宝
筏
』
道
光
二
〇
年
＊

　
『
観
音
夢
授
真
経
』
咸
豊
七
（
一
八
五
七
）
年
＊

　
『
玄
祖
真
経
』
同
治
三
（
一
八
六
四
）
年
＊

　
『
経
済
尋
源
』
同
治
四
（
一
八
六
五
）
年

　
『
万
仏
縁
経
』
光
緒
二
九
（
一
九
〇
三
）
年

　
『
関
帝
十
二
戒
規
』
光
緒
三
四
（
一
九
〇
八
）
年
＊

　
『
観
音
解
冤
経
懺
』
宣
統
三
（
一
九
一
一
）
年
＊

　
『
万
教
帰
原
』
民
国
五
（
一
九
一
六
）
年
＊

＊
は
明
清
の
民
間
教
派
の
中
核
的
な
宗
教
思
想
で
あ
る
無
生
老
母
失
郷
児
女
神

話
が
確
認
で
き
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
会
善
堂
が
清
末
の
鸞
堂

か
ら
同
善
社
の
会
星
号
へ
と
転
移
す
る
ど
の
段
階
で
入
手
さ
れ
た
も
の
か
は
詳

ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、『
玄
祖
真
経
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清

末
四
川
の
儒
壇
に
も
ま
た
無
生
老
母
信
仰
の
影
響
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
清

末
四
川
東
部
の
鸞
堂
と
民
間
教
派
の
教
説
の
境
界
は
限
り
な
く
曖
昧
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
こ
の
他
に
、
北
培
区
図
書
館
藏
の
も
の
で
、（
一
）
会
善
堂
の
刊
記
が

な
く
同
善
社
と
直
接
関
わ
ら
な
い
も
の
の
、『
大
道
真
伝
』
や
『
普
勧
善
言
』、

『
八
徳
須
知
』
の
よ
う
に
他
地
域
の
同
善
社
信
徒
が
重
刻
し
た
こ
と
の
あ
る
善

書
、（
二
）
同
じ
く
刊
記
が
な
く
民
間
教
派
や
鸞
堂
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る

経
巻
・
鸞
書
は
、
計
七
一
点
を
数
え
る
。
主
な
も
の
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。
こ

れ
ら
の
善
書
の
な
か
に
は
同
善
社
の
非
信
徒
が
購
入
で
き
る
も
の
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
会
善
堂
以
外
か
ら
も
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
が
あ
る
。（〔　
　

〕
は
、
北

碚
区
図
書
館
の
請
求
番
号
）

　
『
大
道
真
伝
五
巻　

附
心
法
芻
言
』〔
大
道
真
伝
〕
万
暦
四
三
（
一
六
一
五
）

年
序
、
孫
汝
忠
撰
／
済
一
子
傅
金
銓
註
／
一
〇
行
二
四
字
／
計
三
七
頁
／
〔
心

法
芻
言
〕「
洗
心
室
思
道
記
」
：
昆
明
陳
栄
昌
著
／
「
性
道
説
略
」
：
保
山
楊

覲
東
著
／
計
一
一
頁
〔
民
線
二
・
宗
教
（235/2235

）
ま
た
は47971

〕

　
『
救
世
鍼
砭
』
道
光
元
（
一
八
二
一
）
年
叙
、
變
元
子
／
咸
豊
元
（
一
八
五

一
）
年
合
明
子
重
刊
序
〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

　
『
諸
葛
武
侯
行
兵
遁
甲
金
函
玉
鏡
図
四
巻
』
同
治
間
刊
／
題
諸
葛
亮
著
、
岳

飛
序
／
排
字
版
〔
子
部
二
・
術
数
類
・
陰
陽
五
行
〕

　
『
何
仙
姑
宝
巻　

上
下
』
光
緒
二
三
（
一
八
九
七
）
年
、
重
刻
本
／
江
西
省

城
／
一
部
一
册
〔
集
部
二
・
曲
類
・
弾
詞
〕
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『
戒
淫
宝
訓
二
巻
』
光
緒
三
〇
（
一
九
〇
四
）
年
／
成
都
守
経
堂
刻
本
〔
子

部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

　
『
弥
勒
下
生
経
全
部
』
光
緒
三
四
（
一
九
〇
八
）
年
刻
／
一
冊
／
「
西
蜀
易

衡
山
梓
、
板
存

州
小
地
名
龍
洞
場
」
／
叙
「
康
煕
九
年
正
月
二
十
三
日
現
出

此
経
」〔
子
部
二　

仏
教
・
雑
纂
（
礼
籤
）〕

　
『
普
勧
善
言
』
宣
統
二
（
一
九
一
〇
）
年
／
九
行
二
一
字
／
計
八
二
頁
／
合

州
武
聖
廟
刊
／
巻
首
「
醒
迷
普
勧
善
言
」〔
民
線
二
・
倫
理
学
（178.9/5527

）〕

　
『
観
音
解
冤
経
懺
』
宣
統
三
（
一
九
一
一
）
年
、
合
邑
春
秋
閣
〔
民
線
二
・

倫
理
学
（221/6028.2

）〕

　
『
二
十
四
孝
図　

無
数
巻
』（
清
）
四
川
書
坊
刻
本
〔
子
部
一
・
修
養
・
教

誡
〕

　
『
文
昌
帝
君
勧
孝
八
反
歌　

附
朱
子
治
家
格
言
』
民
国
二
（
一
九
一
三
）
年
、

江
北
静
觀
場
復
善
堂
刊
〔
子
部
一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
太
微
仙
君
善
遇
格
』
民
国
三
年
（
一
九
一
四
）
年
、
合
州
武
聖
廟
〔
子
部

二
・
道
教
・
經
教
〕

　
『
養
正
初
基
一
巻
』
民
国
四
（
一
九
一
五
）
年
、
合
川
高
宅
刻
本
〔
子
部

一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
孔
聖
枕
中
記
不
分
巻
』
民
国
七
（
一
九
一
八
）
年
／
題
雲
水
道
人
録
／
意

文
堂
重
刻
〔
子
部
二
・
術
数
類
・
雑
術
〕

　
『
扶

真
伝
秘
訣
十
章
』
民
国
一
五
（
一
九
二
六
）
年
、
郭
仁
維
撰
／
中
西

書
局
石
印
本
〔
子
部
二
・
術
数
類
・
雑
術
〕

　
『
八
徳
須
知
』
民
国
一
九
（
一
九
三
〇
）
年
、
黄
宗

撰
／
合
川
刻
〔
子
部

一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
伏
魔
経
二
巻
』
民
国
三
四
（
一
九
四
五
）
年
、
姚
定
一
抄
本
／
黄
紙
〔
子

部
二
・
道
教
・
經
教
〕

　
『
海
南
一
勺
編
（
拯
溺
図
説
）』
民
国
間
刊
／
鶴
洞
子
輯
／
合
川
刊
本
〔
子
部

一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
百
忍
文
句
解
』
民
国
間
刊
／
周
平
初
撰
、
饒
国
華
句
解
／
合
川
刻
本
〔
子

部
一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
婦
女
功
過
格
一
巻　

三
字
功
過
格
一
巻
』
民
国
間
刊
／
合
川
刻
本
〔
子
部

一
・
修
養
・
教
誡
〕

　
『
吉
安
道
徳
分
会
第
一
次
道
統
講
義
』
民
国
間
刊
、
題
高
真
子
講
録
／
石
印

本
〔
子
部
二
・
道
教
・
雑
纂
・
別
述
〕

　
『
太
上
正
気
篇
』
合
川
春
秋
閣
／
〔
碚
線231/5527/31984

ま
た
は
民
線

二
・
宗
教235/6028.2

ま
た
は47946

〕

　
『
関
帝
明
聖
経
一
巻　

附
関
帝
霊
籤
一
巻
』
重
慶
中
西
書
局
、
鉛
石
印
本
／

序
：
珠
江
蔭
南
馬
寿
喬
〔
子
部
二
・
道
教
・
経
教
〕

　

北
碚
区
図
書
館
が
会
善
堂
刊
本
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に
は
、
い
く
つ
か
の
段

階
を
経
て
い
る
。
会
善
堂
刊
本
に
は
全
て
「
北
碚
区
図
書
館
」
あ
る
い
は
「
民

生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
と
い
う
押
印
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
刊
本
の

図
書
機
関
へ
の
受
入
れ
時
期
を
あ
る
程
度
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の

所
蔵
先
で
あ
る
北
碚
区
図
書
館
は
、
も
と
も
と
合
川
出
身
の
著
名
な
実
業
家
盧

作
孚
が
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
盧
作
孚
が
重
慶
で
民
生
実
業
股

份
公
司
を
創
業
し
、
翌
二
七
年
に
北
碚
夏
防
局
局
長
に
着
任
し
た
後
、
一
九
二
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八
年
に
北
碚
の
関
帝
廟
に
設
け
た
峡
区
図
書
館
を
始
ま
り
と
す
る
。
さ
ら
に
、

盧
作
孚
は
重
慶
に
民
生
輪
船
公
司
を
設
立
し
た
後
の
一
九
三
四
年
に
、
同
公
司

内
の
書
報
閲
覧
室
を
拡
張
し
て
民
生
公
司
図
書
館
を
設
け
た
。
日
中
戦
争
時
期
、

峡
区
図
書
館
は
中
国
西
部
科
学
院
図
書
館
に
合
併
さ
れ
、
そ
の
分
館
で
あ
る
民

衆
図
書
館
が
北
碚
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
一
一
月
、
民
衆
図
書

館
・
中
国
西
部
科
学
院
図
書
館
・
民
生
公
司
図
書
館
が
統
一
さ
れ
て
今
の
北
碚

区
図
書
館
と
な
っ
た）14
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
が

民
生
公
司
図
書
館
の
印
章
だ
と
す
れ
ば
一
九
三
四
年
〜
四
五
年
の
間
に
受
入
れ

た
も
の
を
指
し
、「
北
碚
図
書
館
」
の
印
章
は
一
九
四
五
年
以
後
に
受
入
れ
た

も
の
を
示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
な
お
会

善
堂
の
活
動
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
書
機
関
は
会
善
堂
か
ら

会
善
堂
刊
本
を
直
接
受
け
入
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二　

同
善
社
の
刊
行
物
と
そ
の
流
通
に
つ
い
て

　

会
善
堂
刊
本
の
最
も
注
目
す
べ
き
史
料
的
特
徴
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
る
こ

と
の
な
か
っ
た
同
善
社
内
部
限
定
の
刊
行
物
を
所
蔵
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同

善
社
と
関
係
す
る
刊
行
物
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
『
觀
竅
説
』
：
雲
南
昆
明
同
善
分
社
。

　
『
聞
法
述
記
』
：
民
国
八
（
一
九
一
九
）
年
序
、
北
京
同
善
社
社
員
劉
声
元

撰
。『
三
三
帰
一
』（
後
述
）
に
所
収
。

　
『
善
譚
』
：
民
国
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
山
東
煙
台
同
善
分
社
。

　
『
三
教
心
伝
』
：
民
国
九
年
、
四
川
綿
竹
同
善
分
社
重
刊
。

　
『
当
頭
一
棒
』
：
民
国
一
三
（
一
九
二
四
）
年
、
吉
林
賓
県
同
善
分
社
序
。

　
『
息
戦
』
：
民
国
一
一
（
一
九
二
二
）
年
。
万
国
道
徳
会
の
刊
行
物
だ
が
、

北
京
同
善
社
社
員
劉
声
元
が
序
を
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
北
碚
区
図
書
館
に
は
、
会
善
堂
に
関
わ
る
記
載
は
な
い
も
の

の
、
雲
南
昆
明
同
善
社
の
刊
行
物
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
も
ま

た
教
団
内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
収
集
さ
れ
た
布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
あ
ろ
う
。

　
『
双
修
漸
法
述
記
』
：
民
国
一
三
（
一
九
二
七
）
年
、
陳
栄
昌
撰
／
一
九
二

六
年
、
平
常
居
士
述
／
四
周
単
辺
／
計
四
〇
紙
／
一
九
二
八
年
、
古
渝
同
徳
堂

刊
〔
民
線
二
・
宗
教
（235/1097

）　

ま
た
は47968

〕

　

題
名
：
「
双
修
録
」
／
刊
記
：
「
丁
卯
十
月
三
並
子
陳
困
叟
敬
撰
並
書
於
昆

明
翠
湖
之
洗
心
堂
」「
戊
辰
季
夏
古
渝
同
徳
堂
翻
版
」

　

教
祖
彭
廻
龍
及
び
彭
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
弟
子
の
賀
静
安
が
言
述
す
る
普
渡

特
伝
の
秘
訣
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
、
賀
静
安
が
雲
南
を
訪

問
し
て
昆
明
同
善
社
の
た
め
に
伝
え
た
も
の
で
、
翌
年
昆
明
の
信
徒
陳
栄
昌
が

編
纂
し
、
そ
の
翌
年
に
重
慶
の
同
徳
堂
が
こ
れ
を
刊
行
し
た
。

　
『
国
学
専
修
提
要
』
：
民
国
間
刊
、
楊
覲
東
撰
、
石
印
、
／
一
〇
行
二
五
字

／
縦21.1

×15.2cm

／
版
心
「
国
学
専
修
提
要
」
／
計
六
七
頁
〔
子
部
一
・
雑

家
類
・
雑
学
雑
説
〕

　

題
名
：
真
我
軒
道
書
之
五
／
国
学
専
修
提
要
／
陳
栄
昌
書
（
朱
筆
）

　

巻
一
：
国
学
縁
起
第
一
／
国
学
非
国
学
衡
第
二
／
歴
代
学
制
考
第
三
／
国
学
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当
師
法
三
代
折
中
孔
孟
釐
定
第
四
／
巻
二
：
国
学
大
学
教
科
第
五
／
国
学
大
学

系
統
表
第
六
／
大
学
教
科
順
序
表
第
七
／
国
学
小
学
教
科
第
八
／
少
学
教
科
順

序
表
第
九
／
応
需
書
籍
第
十
／
巻
三
：
随
修
揮
修
補
修
第
十
一
／
教
授
管
理
校

試
第
十
二
／
学
科
答
問
第
十
三
／
国
学
視
国
力
趨
重
為
転
移
第
十
四
／
興
国
学

即
興
中
国
第
十
五

　

雲
南
昆
明
同
善
支
社
の
信
徒
楊
覲
東
の
著
し
た
著
書
の
一
つ
。
体
裁
は
雲
南

省
図
書
館
藏
の
同
書
と
一
致
す
る
。
同
善
社
の
義
学
で
あ
る
国
学
専
修
館
の
教

学
方
針
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　
『
心
法
芻
言
』
：
前
掲
『
大
道
眞
伝
』
に
所
収
。

　

雲
南
昆
明
同
善
支
社
の
信
徒
陳
栄
昌
の
著
書
。

　

さ
て
、
同
善
社
の
刊
行
物
は
、
ど
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
、
入
手
可
能
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
山
東
煙
台
支
社
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
『
善
譚
』

第
二
期）15
（

に
は
、
出
版
費
用
と
な
る
布
施
に
応
じ
た
山
東
威
海
・
上
海
・
広
州
と

い
っ
た
沿
海
地
域
の
支
社
名
を
載
せ
て
い
る
。
一
つ
の
支
社
で
資
金
が
不
足
し

た
場
合
、
同
善
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
経
費
を
集
め
、
出
版
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
の
刊
行
物
の
多
く
は
、
ま
ず
教
祖
彭
廻
龍
の
許
可

を
必
要
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
湖
南
省
に
お
け
る
同
善
社
の
責
任
者
（
善
長
）

で
あ
る
彭
廷
衡
は
、『
湖
南
節
孝
録
』
に
つ
い
て
彭
廻
龍
に
次
の
よ
う
な
手
紙

を
送
っ
て
い
る
。

今
謹
ん
で
出
版
致
し
ま
す
。
弟
子
の
盧
徳
麟
お
よ
び
獬
が
ち
ょ
う
ど
四
川

に
参
り
ま
す
の
で
お
渡
し
し
ま
す
。
師
尊
の
広
い
慈
悲
心
に
伏
し
て
乞
い

ま
す
に
、
ど
う
か
節
孝
の
苦
労
を
哀
れ
み
、
事
実
を
確
か
め
校
正
し
、
命

名
し
序
を
賜
わ
れ
、
号
中
の
印
刷
と
流
通
を
通
じ
て
、
み
な
に
修
道
の
お

お
も
と
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
さ
ら
に
天
下
後
世
の
世
道
人

心
に
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
承
諾
を
お
願
い
致
し
ま
す）16
（

。

　

同
書
を
作
成
し
た
彭
廷
衡
は
、
社
内
に
自
著
の
校
正
と
出
版
・
流
通
で
き
る

よ
う
彭
廻
龍
に
請
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
同
善
社
の
教
説
に
そ
ぐ
わ
な

い
内
容
を
書
い
た
場
合
、
位
階
降
格
な
ど
の
厳
し
い
罰
則
が
科
せ
ら
れ
た
。
信

徒
が
自
ら
著
し
た
も
の
や
編
集
し
た
書
物
は
、
永
川
県
に
送
っ
て
彭
廻
龍
の
許

可
を
得
て
、
そ
れ
か
ら
初
め
て
信
徒
間
に
流
通
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

次
に
、
社
内
限
定
の
布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
入
手
方
法
に
つ
い
て
は
、
雲
南

同
善
支
社
善
長
の
楊
覲
東
が
著
し
た
『
国
学
詮
鏡）17
（

』（
一
九
二
五
年
刊
）
に
詳

し
い
。
本
書
は
、
楊
覲
東
の
自
著
の
販
売
方
法
、
お
よ
び
代
理
販
売
先
に
つ
い

て
説
明
を
残
し
て
い
る
。
ま
ず
販
売
方
法
に
つ
い
て
見
る
と
、
同
善
社
の
学
校

で
あ
る
国
学
専
修
館
に
お
い
て
楊
覲
東
自
身
が
講
義
し
た
内
容
を
記
す
『
国
学

詮
鏡
』
一
巻
、
国
学
専
修
館
の
経
営
方
針
を
記
す
『
国
学
専
修
提
要
』
三
巻
、

お
よ
び
楊
覲
東
に
よ
る
同
善
社
の
教
説
解
説
書
で
あ
る
『
毅
一
子
』
三
巻
（
一

九
二
〇
年
）
は
、
い
ず
れ
も
「
未
入
道
者
（
非
同
善
社
の
者
）」
も
ま
た
購
入

可
だ
が
、
営
利
目
的
の
販
売
は
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
著
の
う
ち

複
製
を
許
可
し
な
い
も
の
に
『
誓
願
通
解
』（
一
九
二
二
年
刊
）・『
毅
一
子
』

外
篇
二
巻
・『
祖
派
掲
暁
』
一
巻
・『
節
本
弁
道
須
知
』
二
巻
（
一
九
二
四
年
）

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
彭
廻
龍
と
の
往
復
書
簡
や
自
伝
を
含
む
『
毅
一
子
』
外

篇
二
巻
は
、
三
層
以
下
の
信
徒
に
販
売
を
許
可
し
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
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同
善
社
の
道
統
を
述
べ
た
『
祖
派
掲
暁
』
一
巻
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
が
す
で

に
『
誓
願
通
解
』
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、『
祖
派
掲
暁
』
で
は
羅
八
祖
の
事

績
を
加
筆
し
て
お
り
、
複
製
を
許
す
け
れ
ど
も
底
本
は
当
該
書
を
基
準
と
す
る

よ
う
指
定
さ
れ
て
い
る
。
同
善
社
の
核
心
的
教
説
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
籍
に

つ
い
て
は
、
社
内
で
も
位
階
の
低
い
者
に
は
流
出
を
許
さ
ず
、
社
外
の
者
に
漏

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

雲
南
の
こ
れ
ら
の
布
教
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
注
文
購
入
す
る
た
め
の
代
理
販
売

先
に
は
、
漢
口
、
南
京
、
江
蘇
の
江
陰
、
浙
江
の
紹
興
、
河
南
、
河
南
の
焦
作
、

山
東
、
広
西
の
南
寧
、
四
川
の
仁
寿
の
省
社
・
県
社
が
あ
り
、
転
売
所
と
し
て

北
京
の
天
華
書
館
を
挙
げ
て
い
る
。
も
し
も
売
り
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
河

南
・
山
東
の
省
社
で
購
入
す
れ
ば
よ
い
し
、
南
方
の
者
は
前
述
の
代
理
販
売
所

で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
雲
南
の
布
教
書
は
雲
南
各
支
社
で
入
手
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
善
社
の
刊
行
物
は
、
教
祖
彭
廻
龍
の
厳
密
な
審
査
を
経

て
か
ら
、
各
地
方
の
支
社
の
間
で
出
版
費
用
を
募
っ
て
出
版
さ
れ
、
主
要
な
省

社
や
注
文
を
受
付
け
る
支
社
に
お
い
て
販
売
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
複
製
が
許

さ
れ
る
書
籍
を
除
い
て
、
信
徒
の
み
が
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
内
容
に
応
じ
て
限
ら
れ
た
位
階
の
者
の
み
が
閲
覧
す
る

出
版
物
も
存
在
し
た
。
同
善
社
の
刊
行
物
の
複
製
・
購
入
の
範
囲
は
厳
密
に
定

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
部
外
者
へ
の
販
売
を
認
め
た
も
の
を
除
く
と
、
そ

れ
ら
が
非
信
徒
の
手
に
渡
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
会
員
制
の
情
報
網
は
、
全
国
の
同
善
社
信
徒
が
互
い
に
教
説
や
情
報

を
共
有
す
る
重
要
な
手
段
と
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

会
善
堂
重
印
本
と
記
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
会
善
堂
の
所
蔵
と
看
做
さ
れ
て
い
る

同
善
社
の
刊
行
物
は
、
会
善
堂
が
同
善
社
の
宗
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

そ
れ
ら
を
入
手
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

以
上
、
会
善
堂
の
出
版
活
動
と
同
善
社
の
刊
行
物
の
流
通
を
見
て
き
た
。
会

善
堂
刊
本
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
同
善
社
の
刊
行
物
を
列
挙
し
て
、

解
説
を
附
し
た
。
次
に
、
民
間
教
派
の
影
響
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
、
儒

教
的
道
徳
を
説
い
た
も
の
、
道
教
・
仏
教
の
経
典
や
修
養
書
に
あ
て
は
ま
る
も

の
、
善
書
類
、
医
学
書
、
啓
蒙
書
、
そ
の
他
と
分
け
て
、
そ
の
目
録
一
覧
を
付

し
た
。
な
お
北
碚
区
図
書
館
の
請
求
記
号
も
併
せ
て
付
し
て
閲
覧
の
一
助
と
し

た
い
。

三　

会
善
堂
刊
本
目
録
一
覧

注
記

（
1
）  

各
番
号
の
下
に
付
す
書
名
は
、
読
者
が
資
料
を
追
跡
・
検
索
し
易
い
よ

う
北
碚
区
図
書
館
目
録
に
記
載
さ
れ
た
資
料
名
に
拠
り
、
別
に
題
名
の

項
目
を
立
て
て
内
題
を
記
す
。

（
2
）  

書
誌
情
報
は
、
判
明
す
る
範
囲
で
題
名
、
題
簽
、
刊
行
年
、
撰
者
、
数

量
、
字
数
（
半
葉
）、
匡
郭
、
辺
、
魚
尾
、
界
、
書
口
、
版
心
、
紙
数
、

印
章
、
刊
記
、
章
立
て
、
解
説
、
備
考
の
順
で
記
す
。（〔　
　

〕
は
、

北
碚
区
図
書
館
の
請
求
番
号
）。
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（
3
）  

刊
行
年
は
全
て
西
暦
で
表
記
し
、
原
著
に
記
さ
れ
た
刊
行
年
は
（　

）

で
附
記
し
た
。
又
は
詳
述
し
た
刊
記
（
封
面
や
序
跋
）
の
記
載
を
参
照

さ
れ
た
い
。

【
同
善
社
】

1
『
覲
覈
説
』

題
名
「
覲
覈
説
」
／
題
簽
な
し
／
一
九
三
三
年
刊
／
楊
覲
東
著
／
一
冊
／
一
〇

行
二
二
字
／
縦16.7cm
×
横10.4cm

／
上
下
双
辺
／
単
魚
尾
／
界
無
し
／
白

口
／
版
心
「
覲
覈
説
」
／
計
九
紙
／
「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
印
／
表

紙
は
藍
紙
〔
子
部
二　

道
教
・
論
著
・
修
錬
〕

（
刊
記
）
封
面
「
中
華
民
國
二
十
二
年
刊
刻
／
覲
覈
説
／
板
存
合
川
会
善
堂
慈

善
会
捐
／
刻
凡
印
送
者
不
取
板
資マ
マ

」。
巻
末
「
甲
子
年
九
月
一
六
日
同
善
社
社

員
等
敬
送
」。

（
解
説
）「
覲
覈
説
」
の
著
者
は
、
巻
末
に
「
毅
一
子
曰
、
予
之
覲
覈
説
、
為
滇

社
大
衆
、
非
為
数
人
也
。
然
尚
有
数
人
敞
悟
予
犠
牲
精
力
之
所
失
。
不
已
償
乎
。

況
即
不
惜
性
、
誰
不
愛
命
。
其
繼
此
而
奮
興
者
、
必
大
有
人
在
矣
。
因
振
筆
而

為
之
記
。
甲
子
年
九
月
十
二
日
。
同
善
社
社
員
等
敬
送
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

昆
明
同
善
社
信
徒
楊
覲
東
（
法
号
は
毅
一
子
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
楊
覲

東
に
よ
れ
ば
、「
覲
覈
」
は
同
善
社
の
入
門
に
あ
た
る
修
養
法
で
あ
り
、
静
観

を
守
覈
の
要
訣
だ
と
す
る
。
巻
末
に
記
さ
れ
た
刊
記
か
ら
、
楊
覲
東
自
身
が
も

と
も
と
雲
南
の
同
善
社
信
徒
に
向
け
て
一
九
二
四
年
（
甲
子
年
）
時
に
著
し
た

も
の
を
、
後
に
会
善
堂
が
入
手
し
て
重
刊
し
た
と
見
ら
れ
る
。

2
『
三
三
帰
一
』

題
名
「
太
上
純
陽
眞
君
了
三
得
一
経
」「
聞
法
述
記
」「
三
才
帰
一
三
教
帰
一
三

期
帰
一
総
論
」
／
題
簽
「
了
三
得
一　

三
三
帰
一
」
／
一
九
二
〇
年
刊
／
不
虚

撰
／
一
冊
／
一
〇
行
二
二
字
／
縦18.2cm

×
横11.8cm

／
上
下
双
辺
／
単
魚

尾
／
界
無
し
／
白
口
／
版
心
「
了
三
得
一
経
」「
聞
法
述
記
」「
三
三
歸
一
」
／

計
二
九
紙
／
「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
印
〔
民
線
二
・
宗
教

231/1021

〕

（
刊
記
）
封
面
「
民
国
庚
申
年
冬
月
重
■
／
不
虚
先
生
著
／
三
三
帰
一
／
合
川

会
善
堂
慈
善
会
諸
君
捐
刻
印
者
不
取
板
貲
」。〔
了
三
得
一
経
〕
巻
末
跋
「
崇
正

居
士
賀
紹
循
謹
誌
」。〔
聞
法
述
記
〕
跋
「
巳
未
歳
五
月
崇
正
居
士
賀
紹
循
跋
於

北
京
同
善
総
社
」。〔
三
三
帰
一
〕「
大
清
同
治
三
龍
年
秋
月
三
候
日
帰
一
子
薫

手
敬
叙
」。

（
章
立
て
）〔
了
三
得
一
経
〕
修
性
直
指
天
元
章
第
一
、
立
命
直
指
地
根
章
第
二
、

規
中
直
指
元
關
章
第
三
。
／
〔
聞
法
述
記
〕
発
願
、
守
戒
、
皈
依
、
修
持
。
／

〔
三
三
歸
一
〕
三
才
帰
一
三
教
帰
一
三
期
帰
一
総
論

（
解
説
）
本
書
は
、
別
個
の
三
篇
が
合
本
さ
れ
た
も
の
で
、
会
善
堂
が
重
刊
し

た
も
の
で
あ
る
。『
了
三
得
一
経
』
は
修
養
法
を
説
い
た
も
の
。『
聞
法
述
記
』

は
、
一
九
一
九
年
の
同
善
社
信
徒
賀
静
安
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
同
年
夏
に
賀
静

安
が
北
京
で
道
友
と
接
談
し
た
口
述
の
大
意
を
道
友
劉
声
元
が
編
ん
だ
も
の
で
、

初
学
者
の
た
め
の
修
養
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。『
三
三
帰
一
』
は
、

同
治
三
（
一
八
六
四
）
年
の
帰
一
子
の
叙
に
よ
れ
ば
、
師
の
不
虚
先
生
と
友
人

道
源
・
道
成
と
と
も
に
三
三
帰
一
の
理
を
議
論
し
た
も
の
を
編
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
不
虚
先
生
は
「
赤
縣
人
甲
巳
氏
」
を
指
し
、『
三
教
心
伝
』
を
得
て
普
渡
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世
人
を
立
願
し
た
と
い
う
。

3
『
三
教
心
伝
』

題
名
「
三
教
心
伝
」
／
題
簽
「
三
教
心
伝
」
／
一
九
一
九
年
序
／
一
冊
／
一
〇

行
二
四
字
／
縦17.5cm

×
横11.9cm

／
四
周
双
辺
／
単
魚
尾
／
界
有
り
／
白

口
／
版
心
「
三
教
心
伝
」
／
計
三
四
紙
／
「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
印

／
図
書
館
目
録
に
「
合
川
慈
善
会
印
」
と
記
す
〔
民
線
二
・
宗
教232/6028.3

ま
た
は47954

〕

（
刊
記
）
八
景
宮
侍
御
汪
圓
通
序
「
中
華
民
国
己
未
年
十
二
月
朔
二
日
序
於
蜀

西
晋
煕
邱
氏
衍
義
堂
」。
重
刊
三
教
心
伝
序
「
辛
酉
冬
本
社
社
員
江
啓
心
時
年

七
十
沐
手
敬
序
」。
附
記
「
四
川
省
綿
竹
県
同
善
分
社
邱
煥
章
壽
蓀
甫
時
年
六

十
有
六
自
記
於
翔
符
寺
倒
影
池
上
之
東
軒
」。

（
解
説
）
四
川
綿
竹
県
同
善
社
の
善
長
邱
煥
章
の
序
（
一
九
二
〇
年
）
に
よ
れ

ば
、
四
十
年
前
（
一
八
八
〇
年
頃
）
に
道
士
張
図
洛
と
い
う
者
か
ら
『
三
教
心

伝
』
の
鈔
本
を
贈
ら
れ
、
今
は
三
教
昌
明
の
時
機
に
当
た
る
た
め
刊
印
し
た
と

い
う
。
県
内
北
里
の
文
興
壇
に
て
扶
鸞
を
行
い
、
八
景
宮
侍
御
汪
圓
通
の
飛
鸞

を
通
じ
て
一
九
一
九
年
に
序
を
著
し
、
道
友
江
啓
心
の
校
勘
を
経
て
刊
行
さ
れ

た
。
本
書
は
「
先
天
大
道
」
の
修
養
法
（
心
伝
）
を
説
い
た
も
の
で
、
著
さ
れ

た
年
代
は
不
詳
。
会
善
堂
は
同
善
社
を
通
じ
て
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
。

4
『
息
戦
』

題
名
「
息
戦
」
／
題
簽
「
山
東
九
歳
神
童
江
希
張
著
」
／
一
九
二
二
年
刊
／
江

希
張
撰
／
一
冊
／
一
三
行
三
三
字
／
縦18.8cm

×
横12.0cm

／
四
周
双
辺
／

単
魚
尾
／
界
無
し
／
黒
口
／
版
心
「
息
戦
」
／
計
三
四
紙
／
「
民
生
実
業
股
份

公
司
図
書
館
」
印
〔
民
線
二
・
宗
教233/3141

ま
た
は47996

〕

（
刊
記
）
封
面
「
民
国
十
一
年
歳
在
壬
戌
三
月
下
浣
重
鐫
／
息
戦
／
板
存
合
川

会
善
堂
慈
善
会
凡
印
送
者
不
取
板
貲
」。
重
刊
息
戦
序
「
中
華
民
国
七
年
五
月

蜀
人
劉
声
元
序
於
京
師
」。
序
「
民
国
五
年
十
二
月
万
国
教
務
聯
合
会
総
理
美

国
李
佳
白
」。
序
「
中
華
民
国
六
年
四
月
嗣
漢
六
十
二
代
天
師
正
一
真
人
江
西

貴
溪
張
元
旭
」。
自
序
「
中
華
民
国
四
年
十
一
月
山
東
歴
城
江
希
張
」。
跋
「
同

里
曹
官
荘
劉
永
和
、
永
康
、
思
渭
、
振
興
、
楊
春
和
」。
跋
「
同
邑
李
九
齢
」。

（
解
説
）『
息
戰
』
は
、
万
国
道
徳
会
を
創
始
し
た
山
東
歴
県
人
江
希
張
が
九
歳

の
時
（
一
九
一
六
年
）
に
著
し
た
も
の
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
息
と
世
界

の
宗
教
的
協
和
に
よ
る
和
睦
を
説
い
て
い
る
。
一
九
一
七
年
同
善
社
信
徒
劉
声

元
の
序
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
に
劉
声
元
は
道
友
と
と
も
に
道
徳
学
社
の
江

希
張
の
父
江
寿
峰
を
訪
れ
、
江
寿
峰
よ
り
本
書
の
序
を
頼
ま
れ
た
と
い
う
。
会

善
堂
は
、
劉
声
元
序
文
の
付
さ
れ
た
版
本
を
入
手
し
て
重
刊
し
た
の
だ
ろ
う
。

5
『
善
譚
』

題
名
「
善
譚
」
／
題
簽
「
善
譚
全
本
」（
手
書
き
）
／
一
九
二
〇
年
刊
（
第
一

期
）、
一
九
二
一
刊
（
第
二
期
）
／
煙
台
同
善
社
編
／
一
册
合
本
／
一
二
行
二

二
字
至
二
三
字
不
等
／
縦16.8cm

×
横11.5cm

／
四
周
双
辺
／
単
魚
尾
／
界

無
し
／
白
口
／
版
心
「
善
譚
第
一
（
二
）
期
」
／
計
一
八
紙
（
第
一
期
）、
計

四
一
紙
（
第
二
期
）
／
「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
印
〔
民
線
二
・
宗
教

233/9627

ま
た
は47986

〕

（
刊
記
）
題
「
中
華
民
国
九
年
春
／
同
帰
於
善
／
朱
洋
藻
題
」。〔
第
一
期
〕
序

「
中
華
民
国
九
年
三
月
歳
次
庚
申
仲
春
豐
潤
張
錫
純
譔
」。
跋
「
中
華
民
国
九
年
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歳
次
庚
申
孟
春
既
望
志
道
姚
明
仁
謹
跋
」。〔
第
二
期
〕
膠
東
道
呉
道
尹
頌
詞

「
辛
酉
孟
春
之
月
呉
興
呉
永
敬
頌
」。
警
察
庁
張
庁
長
叙
「
中
華
民
国
十
年
七
月

陰
歴
仲
夏
下
浣
豊
潤
張
錫
純
撰
」。
姚
志
道
善
長
誌
言
「
中
華
民
国
十
年
歳
次

辛
酉
仲
夏
夏
至
志
道
姚
明
仁
誌
」。

（
章
立
て
）〔
第
一
期
〕
題
、
祝
詞
、
序
、
発
刊
詞
、
善
、
同
善
釈
名
、
感
応
篇

説
善
摘
講
、
善
條
、
善
典
、
善
聯
、
善
訓
、
善
語
、
善
銘
、
善
願
、
勧
善
歌
、

跋
。〔
第
二
期
〕
膠
東
道
呉
道
尹
頌
詞
、
警
察
庁
張
庁
長
叙
、
姚
志
道
善
長
誌

言
、
道
静
先
生
題
句
、
聞
篠
原
珊
先
生
善
譚
記
、
登
州
同
善
分
社
祝
辞
、
董
煥

庚
先
生
序
、
高
恩
鴻
先
生
祝
詞
、
楽
助
本
期
善
譚
姓
氏
、
道
、
貴
徳
尊
道
以
重

性
命
説
、
神
形
論
、
戒
貪
文
、
清
慎
勤
三
字
箴
、
好
人
歌
、
不
知
足
歌
、
中
字

談
、
殺
生
談
、
回
生
宝
訓
、
一
世
歌
、
知
足
歌
、
息
忿
歌
、
笑
世
篇
、
悟
道
偈
、

呂
祖
心
経
、
消
災
増
良
方
、
男
女
訓
、
戒
全
慈
歌
、
三
教
真
諦
、
勧
世
人
、
酒

色
財
気
、
歎
世
万
空
歌
、
善
悪
智
愚
見
解
之
不
同
、
勧
世
俚
歌
、
鍼
文
武
官
員

之
心
、
財
産
之
大
小
争
譲
観
、
醒
世
碑
記
、
四
象
訣
、
心
造
七
事
不
齊
解
説
、

十
悪
正
報
図
説
、
善
悪
果
報
之
由
来
、
七
筆
勾
、
帰
一
訣
、
正
心
篇
、
吾
之
薬

味
十
六
條
、
小
言
四
句
、
善
屑
一
包
。

（
解
説
）
民
国
時
期
の
新
興
宗
教
慈
善
団
体
は
自
己
の
宣
伝
と
情
報
共
有
の
た

め
盛
ん
に
定
期
刊
行
物
を
刊
行
し
た
が
、
山
東
煙
台
同
善
社
が
編
ん
だ
『
善

譚
』
も
ま
た
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
同
善
社
を
称
賛
し
「
善
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
等
の
議
論
や
慈
善
活
動
記
録
を
載
せ
て
い
る
。
膠
東
道
道

尹
呉
永
敬
の
頌
詞
、
煙
台
警
察
庁
庁
長
張
錫
純
、
煙
台
同
善
社
善
長
姚
明
仁
の

序
跋
、
他
所
の
同
善
社
信
徒
の
祝
辞
を
載
せ
て
い
る
。

6
『
万
教
帰
原
』

一
九
一
六
年
編
、
一
九
二
九
年
重
刊
／
一
一
行
二
三
字
／
縦19.5cm

×
横

12.0cm

〔
万
教
帰
原
〕
計
一
五
紙
、〔
警
世
木
鐸
〕
計
八
紙
〔
民
線
二
・
宗
教

236/6028　

ま
た
は47956

〕

（
刊
記
）
註
「
時
値
中
華
民
国
五
年
季
夏
月
望
六
日
起
九
日
散
在
蜀
川
龍
女
寺
」。

巻
末
跋
文
「
国
民
革
命
軍
第
二
十
八
軍
第
十
一
師
二
十
一
旅
旅
長
兼
任
渠
県
知

事
熊
玉
璋
謹
識
／
民
国
十
八
年
歳
在
己
巳
仲
秋
上
浣
」。
跋
文
「
四
川
蓬
渓
県

劉
治
国
道
派
明
全
道
号
了
塵
子
作
／
四
川
蓬
渓
県
劉
治
国
作
／
中
華
民
国
十
八

年
季
春
上
浣
」。

（
解
説
）『
万
教
帰
原
』
と
『
警
世
木
鐸
』
の
合
刻
。『
万
教
帰
原
』
は
、
一
九

一
六
年
陰
暦
六
月
六
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
広
化
壇
と
い
う

壇
が
四
川
定

遠
県
龍
女
寺
で
扶
鸞
を
行
っ
て
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
内
容
か

ら
み
て
同
善
社
信
徒
の
手
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
青
蓮
教
の
金
公

林
依
秘
か
ら
自
立
し
た
普
渡
門
や
水
公
彭
徳
源
か
ら
雲
南
に
伝
わ
っ
た
帰
根
門

の
菜
食
主
義
を
「
旁
門
（
異
端
）」
と
し
て
は
っ
き
り
と
批
判
し
、
儒
教
を
正

宗
と
す
る
教
え
に
回
帰
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

7
『
当
頭
一
棒
』

一
九
二
四
年
序
、
曹
霈
恩
撰
／
一
〇
行
二
四
字
／
縦18.3cm

×
横10.1cm

／

四
周
単
辺
／
計
一
八
紙
〔
民
線
二
・
宗
教236/5516

ま
た
は47949

〕

（
刊
記
）
序
「
甲
子
年
十
六
日
賓
県
慈
善
会
会
長
馬
桂
林
識
」「
当
頭
一
棒
／
曹

霈
恩
自
述
」。

（
章
立
て
）
六
字
養
生
法
、
六
字
真
言
、
圓
覚
伝
燈
法
、
探
精
華
法
、
三
百
六
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十
大
周
天
転
運
法
、
三
百
六
十
大
周
天
吐
納
法
、
大
道
歌
、
呂
祖
百
字
碑
、
老

祖
真
経
歌
、
正
陽
祖
師
伝
重
陽
祖
師
五
篇
口
訣
。

（
解
説
）
吉
林
賓
県
同
善
分
社
に
よ
る
修
養
法
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。

　

次
に
挙
げ
る
書
籍
は
、
そ
の
多
く
が
同
善
社
成
立
以
前
に
作
成
さ
れ
た
道
教

の
経
巻
で
あ
る
。
静
坐
と
称
す
る
同
善
社
独
自
の
修
養
法
を
学
ぶ
に
あ
た
り
彭

廻
龍
が
十
分
重
視
す
る
よ
う
言
い
伝
え
、
社
内
で
重
刊
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
に
同
善
社
の
項
目
に
入
れ
た
。
と
り
わ
け
乾
隆
期
の
全
真
教
道
士

で
内
丹
法
の
要
訣
を
ま
と
め
た
柳
華
陽
の
『
慧
命
経
』『
金
仙
証
論
』
は
、
同

善
社
の
な
か
で
静
坐
の
功
夫
の
要
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る）18
（

。

8
『
慧
命
経
』

題
名
「
最
上
一
乗
慧
命
経
」
／
一
七
九
四
年
、
柳
華
陽
撰
／
一
〇
行
二
五
字
／

縦18.6cm

×
横11.4cm

／
四
周
双
辺
／
白
口
／
計
五
九
紙
／
会
善
堂
刊
（
目

録
に
記
載
）〔
民
線
二
・
宗
教231/4747

ま
た
は47934
〕

（
刊
記
）
叙
「
時
乾
隆
甲
寅
冬
初
庚
辰
科
会
元
欽
賜
探
花
及
第
御
前
侍
衛
誥
封

通
議
大
夫
原
任
浙
江
黄
巌
鎮
総
兵
官
誥
封
武
顕
将
軍
署
理
安
慶
協
副
将
孫
廷
璧

叙
」。
慧
命
経
自
序
「
乾
隆
甲
寅
夏
湖
伝
盧
柳
華
陽
序
於
皖
城
忠
潔
庵
中
」。
目

録
「
古
雲
安
雲
笠
鄧
徽
績
重
刻
」。

9
『
金
仙
證
論
』

題
名
「
華
陽
金
仙
證
論
」
／
一
七
九
〇
年
序
、
柳
華
陽
撰
〔
民
線
二
・
宗
教

235/4747

ま
た
は47931

〕

（
刊
記
）「
乾
隆
庚
戌
春
洪
都
後
学
無
霞
道
人
高
双
景
序
」。「
乾
隆
辛
亥
歳
重
陽

月
霊
臺
庵
僧
妙
悟
序
」。
金
仙
証
論
慧
命
経
合
刻
序
「
道
光
丙
午
孟
冬
望
月
閩

中
正
青
山
人
梁
靖
陽
謹
序
」。
巻
末
「
嘉
慶
四
年
端
陽
前
五
日
華
陽
著
於
北
京

仁
寿
寺
」。

10
『
唱
道
真
言
』

一
七
二
三
年
跋
、
一
九
一
九
年
重
刊
／
縦20.1cm

×
横11.2cm

／
四
周
双
辺

／
下
辺
黒
口
／
計
五
七
紙
〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.6　

ま
た
は47969

〕

（
刊
記
）
封
面
「
中
華
国
（
マ
マ
）
己
未
季
冬
月
重
刊
／
唱
道
真
言
／
板
存
合

川
会
善
堂
慈
善
会
代
慕
捐
刻
凡
印
者
不
取
板
資
」。
唱
道
真
言
序
「
青
華
老
人

筆
」。
後
序
「
法
■
洞
陽
鶴
曜
子
謹
序
」。
跋
「
謹
序
雍
正
元
年
歳
次
癸
卯
九
月

望
日
吉
／
水
金
丑
洞
全
真
弟
子
一
万
清
和
薫
沐
拝
題
」。
跋
「
乾
隆
戊
戌
夏
仲

越
崗
郁
教
寧
薫
沐
敬
跋
」。

11
『
中
学
参
同
』

題
簽
「
中
学
参
同
・
悟
性
窮
源
・
太
乙
精
華
」
／
一
九
一
八
年
重
刊
／
〔
悟
性

窮
源
〕
一
六
六
一
年
（
順
治
辛
丑
歳
）
希
真
子
序
、
涵
谷
子
著
／
九
行
二
一
字

／
四
周
双
辺
／
計
八
五
紙
〔
碚
線230

道/235/5527/31945　

ま
た
は
民
線

二
・
宗
教233/6028.4

ま
た
は47977

〕

（
刊
記
）
封
面
「
中
華
民
国
七
年
戊
午
重
刊
／
中
学
参
同
／
板
存
合
川
文
明
街

会
善
堂
凡
印
者
不
取
板
資
」。

12
『
五
養
秘
訣　

五
更
家
書
』

題
名
「
呉
真
人
授
門
人
李
詁
坐
法
五
養
秘
訣
」
／
一
九
三
三
年
重
刊
。〔
五
養

秘
訣
〕
一
九
三
〇
年
序
／
一
一
行
二
〇
字
／
縦15.4cm

×
横9.9cm

／
四
周
双

辺
／
計
一
一
紙
／
〔
五
更
家
書
〕
一
一
行
二
一
字
／
上
下
単
辺
／
計
二
三
紙

〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.4

ま
た
は47959

〕
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（
刊
記
）
封
面
「
民
国
二
十
二
年
六
月
夏
孟
重
刊
／
五
更
家
書
／
板
存
合
川
会

善
堂
慈
善
会
凡
印
者
不
取
板
資
」。
序
「
中
華
民
国
庚
午
年
清
和
月
／
後
学
張

奎
齢
謹
識
」。
跋
「
庚
午
秋
分
日
後
学
呉
文
義
謹
識
」。

（
解
説
）『
五
養
秘
訣
』
は
、
乾
隆
期
に
大
道
を
悟
っ
た
呉
真
人
が
そ
の
門
人
李

詁
に
長
生
法
で
あ
る
坐
法
を
授
け
記
録
し
た
も
の
。『
五
更
家
書
』
は
、
夜
中

五
更
の
間
に
西
域
王
母
が
降
凡
し
て
向
善
を
説
い
た
も
の
。
二
篇
が
合
刻
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

13
『
玉
符
直
指
注
釈
』
：
一
九
二
七
年
重
刊
、
終
南
洞
天
普
潤
眞
人
述
。〔
碚

線235/8034/31979

〕

14
『
修
道
真
言
』
：
民
国
間
刊
、
宋
白
叟
玉
蟾
子
輯
。〔
子
部
二
・
道
教
・
論

著
〕

【
民
間
教
派
】

15
『
龍
華
経
四
巻　

附
宝
籤
二
卷
』

題
名
：
「
古
佛
天
真
収
円
結
果
龍
華
宝
籤
巻
一
」

題
簽
「
龍
華
宝
籤
上
集
」「
龍
華
宝
籤
下
集
」
／
一
九
一
八
年
重
刊
／
二
冊
／

七
行
一
八
字
／
縱20.2cm

×
橫12.0cm

／
四
周
双
辺
／
単
魚
尾
／
界
無
し
／

白
口
／
版
心
「
龍
華
宝
籤
」
／
「
民
生
実
業
股
份
公
司
図
書
館
」
印
〔
子
部
二　

仏
教
・
雑
纂
〕

（
刊
記
）
封
面
「
民
国
戊
午
年
重
刊
／
龍
華
宝
籤
／
板
存
合
川
慈
善
会
印
送
者

自
備
紙
張
不
取
板
貲
」。
封
面
裏
「
奉
旨
頒
行
」。
卷
一
卷
首
「
大
明
礼
部
尚
書

馬
目
強
奏
九
華
山
僧
悉
縁
奉
／
龍
華
懺
經
一
部
進
呈
／
御
覽
万
歴
二
十
七
年
閏

四
月
欽
奏
」。
刻
龍
華
懺
序
「
道
光
二
十
九
年
己
酉
歳
八
月
中
浣
旦
立
」。
卷
末

「
龍
華
宝
歴
一
部
合
共
一
千
四
百
五
十
七
礼
」。

（
章
立
て
）〔
巻
一
〕
刻
龍
華
懺
序
、
重
刊
龍
華
宝
懺
序
、
古
佛
天
真
収
円
結
果

龍
華
宝
経
巻
一
、
挙
香
開
懺
第
一
、
霊
山
普
請
第
二
、
恩
光
普
照
第
三
、
龍
王

護
法
第
四
、
洗
滌
身
心
第
五
、
解
寃
釈
結
第
六
、
発
宏
誓
願
第
七
、
五
戒
精
厳

第
八
、
報
天
地
恩
第
九
、
報
国
王
恩
第
十
、
報
父
母
恩
第
十
一
、
報
師
長
恩
第

十
二
、
嘆
世
無
常
第
十
三
、
淨
六
根
業
第
十
四
、
去
十
二
病
第
十
五
、
服
応
病

薬
第
十
六
、
龍
華
開
放
第
十
七
、
縦
横
自
在
第
十
八
、
懺
悔
九
祖
先
第
十
九
、

懺
度
餓
鬼
悪
道
第
二
十
、
懺
度
胎
生
第
二
十
一
、
懺
度
卵
生
第
二
十
二
、
懺
度

濕
生
第
二
十
三
、
懺
度
化
生
第
二
十
四
。

〔
巻
二
〕
懺
度
黒
暗
地
獄
第
二
十
五
、
懺
度
奈
何
地
獄
第
二
十
六
、
懺
度
無
邊

地
獄
第
二
十
七
、
懺
度
刳
心

眼
第
二
十
八
、
懺
度
刀
山
地
獄
第
二
十
九
、
懺

度
寒
冰
地
獄
第
三
十
、
懺
度
鋸
金
解
地
獄
第
三
十
一
、
懺
度
火
坑
地
獄
第
三
十

二
、
懺
度
油
鍋
地
獄
第
三
十
三
、
懺
度
滑
油
地
獄
第
三
十
四
、
懺
度
磨
碾
地
獄

第
三
十
五
、
懺
悔
換
腸
地
獄
第
三
十
六
、
懺
度
塵
埋
地
獄
第
三
十
七
、
懺
度
血

池
地
獄
第
三
十
八
、
懺
度
枉
死
地
獄
第
三
十
九
、
懺
度
転
輪
地
獄
第
四
十
、
古

仏
帰
宮
第
四
十
二
、
法
舡
暗
度
第
四
十
三
、
垂
光
接
引
第
四
十
四
、
収
円
結
果

第
四
十
五
、
礼
懺
功
徳
第
四
十
六
、
円
満
回
向
第
四
十
七
、
経
旨
総
覧
第
四
十

八
。

16
『
観
音
夢
授
真
経
』『
孚
佑
帝
君
後
五
品
仙
経
』

題
名
：
「
観
音
夢
授
真
経
」「
孚
佑
帝
君
後
五
品
仙
経
」
／
題
簽
「
夢
授
経
註

解
」
／
一
八
五
七
年
序
／
一
冊
／
〔
觀
音
夢
授
真
経
〕
八
行
二
二
字
〔
五
品
仙
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経
〕
九
行
一
三
字
／
縦17.3cm

×
横10.2cm

／
四
周
双
辺
／
単
魚
尾
／
界
有

り
／
白
口
／
版
心
「
観
音
夢
授
真
経
」「
五
品
仙
經
」
／
計
二
八
紙
／
「
民
生

実
業
股
份
公
司
圖
書
館
」
印
／
会
善
堂
刊
（
目
録
に
記
載
）〔
民
線
二
・
宗
教

221/6028
〕

（
刊
記
）
観
音
夢
授
真
経
原
序
「
■
年
丁
巳
秋
未
悟
眞
子
叙
於
楚
襄
安
楽
窩
中
」。

（
章
立
て
）〔
観
音
夢
授
真
経
〕
観
音
夢
授
真
経
原
序
、
觀
音
夢
授
真
経
、
修
真

道
必
本
真
説
。
／
〔
孚
佑
帝
君
後
五
品
仙
経
〕
後
五
品
仙
経
自
序
、
観
心
去
妄

品
第
一
、
見
性
保
命
品
第
二
、
尋
源
窮
根
品
第
三
、
玄
関
覈
妙
品
第
四
、
陽
神

出
現
品
第
五
。

（
解
説
）『
観
音
夢
授
真
経
』
は
、
無
生
老
母
神
話
を
残
す
経
巻
で
あ
り
、
観
音

菩
薩
が
九
二
残
霊
の
大
夢
を
醒
ま
す
よ
う
説
い
て
い
る
。『
孚
佑
帝
君
後
五
品

仙
経
』
と
の
合
刻
で
あ
る
。

17
『
指
路
宝
筏
三
巻
』

題
名
「
指
路
宝
筏
註
釈
上
巻
」
／
題
簽
「
共
参
本
／
指
路
宝
筏
／
上
中
下
巻
」

三
冊
／
一
八
九
一
年
序
、
一
九
二
〇
年
重
刊
〔
民
線
二
・
宗
教235/6028　

ま

た
は47857

ー9

〕

（
刊
記
）
封
面
「
民
国
庚
申
年
孟
春
月
慈
善
会
重
刊
／
指
路
宝
筏
／
板
存
合
川

会
善
堂
慈
善
会
凡
印
送
者
自
備
紙
張
不
取
板
資
」。
跋
「
宝
城
王
成
居
士
叙
於

洗
心
斎
抱
一
山
房
」。〔
仁
部
〕
至
聖
広
元
仏
仁
部
序
「
光
緒
十
七
年
辛
卯
歳
」

（
章
立
て
）
知
部
・
仁
部
・
勇
部

18
『
玄
祖
真
経
』

題
名
「
無
上
玄
祖
真
経
」
／
題
簽
「
共
三
本
玄
祖
真
経
」
残
欠
、
存
三
冊
／
一

九
二
三
年
重
刊
／
八
行
二
一
字
／
縦15.8cm

×
横12.1cm

／
四
周
双
辺
〔
民

線
二
・
宗
教231/6028.2

ま
た
は47879/81

〕

（
刊
記
）
封
面
「
民
国
癸
亥
歳
孟
夏
月
重
刊
／
玄
祖
真
経
／
板
存
合
川
会
善
堂

慈
善
会
凡
例
印
送
者
自
備
紙
張
不
取
板
資
」。
叙
「
無
上
奠
定
乾
坤
救
刧
玄
経

三
教
合
一
原
叙
／
関
羽
頓
首
謹
序
」。
序
「
三
教
統
宗
原
序
」。
序
「
無
上
玄
祖

真
経
三
会
伝
道
四
柱
擎
天
五
炁
朝
元
総
序
／
関
羽
頓
首
奉
」。

（
解
説
）『
玄
祖
真
経
』
は
、
成
都
に
発
し
、
同
治
三
（
一
八
六
四
）
年
の
永
川

県
に
て
無
生
老
母
信
仰
と
関
帝
降
凡
救
刧
の
教
え
を
説
い
た
三
会
堂
（
後
に
三

教
堂
に
改
名
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
経
巻
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
次
の
四
点
は
、
清
末
合
州
に
伝
わ
っ
た
儒
壇
の
手
に
よ
る
経
巻
で

あ
る
。

『
仙
仏
真
伝
』
は
、
清
末
の
合
州
老
陽
山
に
お
い
て
布
教
を
行
っ
た
広
元
（
一

八
二
三
年
生
〜
一
八
五
一
年
没
、
名
は
玉
桓
、
字
は
純
長
道
、
号
は
冷
一
仙
師
、

聖
元
広
元
古
仏
）
が
扶

に
よ
っ
て
著
し
た
経
巻
で
あ
る
。『
三
教
心
法
二
巻
』

は
、
そ
の
又
従
兄
弟
で
あ
る
広
慧
（
光
月
老
人
、
ま
た
の
名
を
明
鏡
老
人
、
広

慧
古
仏
益
二
仙
師
と
も
称
す
）
の
手
に
よ
る
経
巻
で
あ
る
。
ま
た
『
万
仏
縁

経
』
は
、
広
慧
の
流
れ
を
汲
ん
だ
蓬
東
と
い
う
地
の
広
済
（
妙
化
広
済
古
仏
）

が
扶

に
よ
っ
て
著
し
た
経
巻
で
あ
る
。『
心
法
備
要
五
巻
』
は
、
広
慧
の
一

脈
を
受
け
継
い
だ
と
す
る
初
陽
、
真
品
、
洗
心
、
覚
悟
、
一
元
、
存
真
ら
安
楽

派
と
広
慧
の
後
継
の
老
陽
派
と
が
二
派
に
伝
わ
る
要
諦
を
ま
と
め
た
も
の
だ
と

さ
れ
る
。
会
善
堂
は
、
清
末
の
鸞
堂
と
し
て
活
動
し
た
時
期
に
広
慧
ら
の
教
え

の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
経
巻
を
受
け
継
い
で
所
蔵
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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19
『
仙
仏
真
伝
』

一
九
一
三
年
序
、
赤
水
純
長
冷
一
先
生
（
広
元
）
口
伝
、
明
円
光
月
老
人
（
広

慧
）
編
／
一
〇
行
二
七
字
／
四
周
双
辺
／
計
一
一
〇
紙
〔
民
線
二
・
宗
教

235/9077　

ま
た
は47924

〕

（
刊
記
）
重
鐫
仙
仏
真
伝
源
流
序
「
天
運
癸
丑
年
嘉
平
月
之
吉
後
学
弟
子
湖
広

張
虚
霊
序
於
孟
寺
之
養
静
室
」。

（
章
立
て
）
重
鐫
仙
仏
真
伝
源
流
序
、
無
源
古
仏
序
、
阿
弥
陀
仏
序
、
然
燈
古

仏
序
、
清
風
古
仏
序
、
孚
佑
帝
君
序
、
仙
仏
真
伝
目
録
、
総
序
、
条
目
、
読
法
、

包
天
河
洛
図
、
天
円
地
方
図
、
伝
丹
度
世
論
、
八
字
功
過
格
、
心
意
功
過
格
、

空
字
解
、
金
丹
大
道
源
流
論
、
三
宝
分
論
、
三
宝
合
論
、
三
乗
分
論
、
三
乗
合

論
、
九
層
功
夫
、
丹
語
、
汝
丹
経
、
旁
門
小
術
、
補
遺
、
仙
佛
真
伝
章
句
直
解
、

響
月
交
通
古
仏
功
過
格
小
序
、
金
光
古
仏
空
字
解
、
清
風
祖
師
註
並
批
、
無
量

度
世
古
仏
金
丹
大
道
源
流
論
、
諸
仏
諸
仙
歴
年
所
降
丹
語
、
響
月
交
通
古
仏
旁

門
小
術
小
引
及
諭
、
救
刧
天
尊
敬
註
。

20
『
三
教
心
法
二
巻　

上
下
』

一
八
七
〇
年
、
光
月
老
人
撰
／
二
冊
／
八
行
二
二
字
／
縦20.0cm
×
横

12.2cm

〔
上
巻
〕
四
周
双
辺
不
等
／
計
八
五
紙
／
〔
下
巻
〕
四
周
単
辺
／
計
九

七
紙
〔
民
線
二
・
宗
教233/9077　

ま
た
は47862/3

〕

（
刊
記
）
四
書
説
約
序
「
同
治
庚
午
戌
月
至
日
赤
水
明
円
光
月
老
人
自
序
於
知

足
堂
補
関
楼
中
」。
光
月
老
人
跋
文
。

（
章
立
て
）
上
巻
：
四
書
説
約
巻
一
。
四
書
説
約
序
、
太
極
統
説
、
総
論
四
子

書
。
下
巻
：
阿
弥
陀
仏
仏
祖
序
、
太
上
道
祖
序
、
無
量
度
世
古
仏
序
、
響
月
文

通
古
仏
序
、
円
通
文
尼
自
在
真
仏
序
、
明
通
昭
徳
自
在
古
仏
序
、
呂
祖
三
教
文
、

真
伝
的
旨
巻
二
。
下
巻
：
真
伝
要
言
続
刻
。

21
『
万
仏
縁
経
』

民
国
間
重
刊
。
題
名
「
上
皇
臨
證
三
教
合
一
大
乗
大
法
至
玄
至
妙
万
仏
縁
経
」

／
題
簽
「
万
仏
縁
経
共
三
册
卷
下
」
／
残
欠
、
存
一
冊
／
九
行
二
三
行
／
縦

19.0cm

×
横12.0cm

／
左
右
双
辺
／
単
魚
尾
／
界
無
し
／
白
口
／
版
心
「
万

仏
縁
経
」
／
計
七
六
紙
〔
民
線
二
・
宗
教231/6028

ま
た
は47870/1

〕

（
章
立
て
）
統
御
三
界
広
慧
古
仏
承
縁
明
道
品
第
五
、
統
御
三
界
広
慧
古
佛
抽

添
温
養
品
卷
六
（
巳
卷
）、
統
御
三
界
広
慧
古
佛
移
爐
換
鼎
品
第
七
（
午
巻
）、

統
御
三
界
広
慧
古
仏
開
天
出
神
品
第
八
（
未
巻
）、
妙
化
広
濟
古
仏
結
縁
成
道

品
第
九
（
申
卷
）、
妙
化
広
濟
古
佛
留
神
顯
法
品
第
十
（
酉
卷
）、
妙
化
広
濟
古

仏
文
修
武
備
品
第
十
一
（
戊
卷
）、
妙
化
広
濟
古
仏
功
円
證
果
品
第
十
二
（
亥

卷
）。

22
『
心
法
備
要
五
巻
』

民
国
間
重
刊
／
二
冊
／
九
行
二
二
字
／
縦18.8cm

×
横11.8cm

／
四
周
双
辺

／
計
二
〇
二
紙
〔
民
線
二
・
宗
教233/6028　

ま
た
は47860/1

〕

（
刊
記
）
跋
「
安
楽
弟
子
洗
心
、
一
元
、
存
真
敬
跋
」。

（
章
立
て
）
無
源
古
仏
序
、
一
化
古
仏
序
（
楽
陽
弟
子
敬
註
）、
釈
迦
牟
尼
仏
序
、

太
上
道
祖
序
、
文
昌
帝
君
序
、
孚
佑
帝
君
序
、
無
量
度
世
古
仏
序
、
響
月
交
通

古
仏
序
（
救
刧
天
尊
）、
闢
発
聖
元
広
元
仏
序
、
統
御
三
界
広
慧
古
仏
序
、〔
上

冊
〕
三
教
真
髄
文
、
二
極
理
気
論
、
性
命
陰
陽
辯
、〔
下
冊
〕
結
丹
功
用
解
、

聖
神
妙
化
験
、
附
女
丹
経
、
安
楽
跋
語
。
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【
儒
教
の
義
理
】

23
『
続
千
家
詩　

上
下
巻
』
：
一
九
二
二
年
重
刊
、
梁
溪
晦
斎
学
人
撰
。〔
子

部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

24
『
学
庸
詮
解
二
巻　

附
観
音
夢
授
経
一
巻
』
：
一
八
九
〇
年
（
光
緒
庚
寅
）

叙
、
一
九
二
二
年
重
刊
、
敦
厚
主
人
著
、
中
和
山
人
渾
渾
子
述
。
論
語
・
大

学
・
中
庸
の
注
釈
書
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

25
『
坤
範
輯
證
韻
語
』
：
民
国
間
、
戴
崇
徳
撰
。
女
性
の
孝
行
を
説
い
た
も
の
。

〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

26
『
春
秋
全
経
左
伝
淫
案
摘
案
』
：
一
九
二
九
年
、
洪
心
道
人
録
。〔
子
部

一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

27
『
崇
実
学
論
』
：
一
九
三
三
年
重
刊
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

28
『
省
体
編
』
：
一
八
二
三
年
刻
、
張
清
夜
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教232/1130

民
〕

29
『
宝
聖
要
録
』
：
一
九
一
九
年
、
鄧
原
菴
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教232/1774

〕

30
『
治
家
模
範
』
：
一
九
二
六
年
莫
致
中
序
、（
清
）
朱
用
純
撰
。〔
民
線
二
・

宗
教233/2572　

ま
た
は47993

〕

31
『
儒
門
語
要
』
：
一
八
一
七
年
（
嘉
慶
丁
丑
）
序
、
倪
元
坦
撰
。〔
民
線

二
・
宗
教233/2714

民
〕

32
『
菜
根
譚
全
集
』
：
一
九
一
五
年
序
、
洪
自
誠
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/3420　

ま
た
は47978

〕

33
『
治
家
格
言
釈
義
』
：
一
九
二
二
年
、
戴
翊
清
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/4303　

ま
た
は47994

〕

34
『
省
察
要
語
』
：
一
九
二
四
年
。〔
民
線
二
・
宗
教233/6028.4　

ま
た
は

47958

〕

35
『
易
理
合
参
』
：
一
九
一
八
年
、
無
極
眞
人
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/8044　

ま
た
は47967

〕

36
『
郷
守
輯
要
』
：
一
八
四
九
年
（
道
光
二
十
九
年
）
序
、
許
乃
釗
撰
。〔
民

線
二
・
宗
教353.9/08/8

民
〕

37
『
聖
賢
実
学
不
分
巻
』
：
一
八
四
九
年
（
道
光
二
十
九
年
）
序
、
唐
道
宗
撰
。

〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

38
『
退
思
子
師
説
』
：
一
八
五
〇
年
（
道
光
庚
戌
）
東
川
古
渝
之
院
署
序
、
一

九
一
八
年
重
刊
、
汝
南
蓉
村
居
士
撰
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

【
仏
教
】

39
『
彌
陀
経
解
』
：
一
八
四
四
年
（
道
光
甲
辰
）
序
、
民
国
間
刊
、
了
根
解
義
、

鉛
印
本
。〔
民
線
二
・
宗
教221/1747

〕

40
『
六
祖
法
宝
壇
経
』
：
一
九
一
九
年
重
刊
、
法
海
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

221/3438

〕

41
『
濟
度
本
願
真
経
二
巻
』
：
一
八
八
一
年
重
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教

221/6028.1

〕

42
『
金
剛
経
伝
燈
真
解
一
巻
』
：
一
七
九
六
年
（
嘉
慶
元
年
）
序
、
一
八
六
六

年
（
同
治
五
年
）
龍
門
居
士
敦
五
氏
跋
、
一
九
一
八
年
重
刊
。〔
子
部
二
・
仏

教
・
経
・
般
若
部　

ま
た
は
民
線
二
・
宗
教221/6028.3

〕

43
『
達
摩
宝
伝　

上
下
巻
』
：
一
九
二
四
年
、
悟
真
子
補
述
、
陳
士
紳
等
校
閲
。

〔
子
部
二
・
仏
教
・
総
録
・
史
伝
ま
た
は
民
線
二
・
宗
教230.92/6018

〕



近代中国民衆宗教の書籍ネットワーク考

（37）130

44
『
観
音
解
冤
経
懺
』
：
一
九
一
一
年
、
民
国
間
重
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教

221/6028.2

〕

【
道
教
】

45
『
道
徳
経
註
四
巻
』
：
一
八
八
四
年
（
光
緒
十
年
）
序
、（
清
）
黄
裳
注
釈
。

〔
民
線
二
・
宗
教231/4490

〕

46
『
長
春
祖
師
語
録
』
：
一
九
二
五
年
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.12

ま
た

は47953

〕

47
『
呂
祖
指
玄
編
』
：
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.13

ま
た
は

47970

〕

48
『
参
同
契
闡
幽
上
下
巻
』
：
一
六
六
六
年
朱
元
育
序
、
伯
陽
真
人
著
、
許
啓

邦
校
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教232/0835

民
〕

49
『
清
静
経
図
註
』
：
一
八
七
二
年
（
同
治
十
一
年
）
西
安
余
明
善
叙
、
楽
山

子
序
、
一
九
一
八
年
重
刊
、
水
精
子
註
解
。〔
碚
線231/1291/31949　

ま
た

は
民
線
二
・
宗
教231/6028.8

〕

50
『
九
陽
関
註
解
』
：
民
国
間
刊
、
中
和
先
生
著
、
飛
龍
先
生
註
。〔
子
部
二　

道
教
・
論
著
・
修
錬
〕

51
『
九
経
註
解
』
：
一
九
一
七
年
重
刊
。
仏
道
・
民
間
経
文
九
種
の
合
刻
。

〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.4

〕

52
『
玉
皇
心
印
経
注
釈
一
巻
』
：
一
九
一
八
年
、（
清
）
定
觀
通
虚
子
彙
輯
。

〔
子
部
二
・
道
教
・
論
著
（
修
錬
）〕

53
『
率
性
闡
微
一
巻
』
：
民
国
間
刊
、
玄
州
老
人
素
陽
子
撰
、
自
然
子
注
解
。

〔
子
部
二
・
道
教
・
論
著
〕

54
『
彙
纂
玉
皇
心
印
妙
経
大
全
』
：
民
国
間
刊
、
通
虚
子
撰
。〔
民
線
二
・
宗

教231/3721

〕

55
『
道
学
信
伝
』
：
清
光
緒
間
刻
、
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教

232/6028.2

〕

56
『
性
命
微
言
』
：
一
八
〇
五
年
（
嘉
慶
十
年
）
劉
沅
叙
、
一
九
一
九
年
重
刊
、

伯
陽
真
人
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教234/2674　

ま
た
は47997

〕

57
『
内
経
秘
訣
』
：
一
九
〇
四
年
跋
、
至
宝
斎
重
刻
〔
民
線
二
・
宗
教

235/6028.3

〕

58
『
保
命
金
丹
一
巻
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二　

道
教
・
論
著
・
修
錬　

ま

た
は
民
線
二
・
宗
教235/6028.5

〕

59
『
養
生
保
命
録
』
：
一
八
九
〇
年
（
光
緒
庚
寅
）
序
、
一
九
一
七
年
重
刊
。

〔
民
線
二
・
宗
教233/6028.3　

ま
た
は47957

〕

60
『
種
梅
心
法
二
巻
』
：
一
八
七
六
年
（
光
緒
二
年
）
叙
、
臥
雲
撰
。〔
民
線

二
・
宗
教233/7310　

ま
た
は47868

─9

〕

61
『
養
伝
集
二
巻
』
：
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.7　

ま
た
は

47973

〕

62
『
身
世
準
縄
』
：
一
九
二
〇
年
重
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.9　

ま

た
は47984

〕

63
『
二
科
必
読
』
：
一
八
七
七
年
跋
。〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.11　

ま
た

は47990
〕

64
『
呂
祖
修
行
十
願
釈
義
』
：
一
九
三
〇
年
叙
、
准
東
亦
如
居
士
撰
。〔
民
線

二
・
宗
教236/0047　

ま
た
は47960

〕
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【
勧
善
書
・
鸞
文
】

65
『
終
身
宝
』
：
一
九
〇
〇
年
叙
、
一
九
三
〇
年
重
刊
。
重
慶
各
地
の

文
訓

戒
を
集
め
た
も
の
。〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.10　

ま
た
は47989

〕

66
『
奏
善
真
君
霊
籤
不
分
巻
』
：
一
八
二
六
年
（
道
光
庚
子
歳
）
序
、
一
九
三

〇
年
重
刊
、（
清
）
宝
山
弟
子
陳
應
星
録
。〔
子
部
二
・
術
数
類
・
雑
術　

ま
た

は
民
線
二
・
宗
教218/6028.2

〕

67
『
関
帝
謨
訓
集
注
二
巻
』
：
一
八
三
六
年
合
陽
喩
長
庚
、
民
国
重
刊
〔
子
部

二
・
道
教
・
経
教
、
ま
た
は
民
線
二
・
宗
教
（232/6028

）
ま
た
は47923

〕

68
『
関
帝
宝
訓
一
巻
』
：
一
七
八
二
（
乾
隆
壬
寅
）
湖
南
桂
東
敦
厚
堂
序
、
一

七
九
一
年
（
乾
隆
五
十
六
年
）
序
、
一
八
三
六
年
（
道
光
十
六
年
）
刊
、
一
冊
。

〔
子
部
二　

道
教
・
経
教
〕

69
『
覚
世
真
経
本
證
訓
案
闡
化
編
十
六
巻
』
：
一
八
三
八
年
（
道
光
十
八
年
）

序
、
一
九
二
五
年
重
刊
、
徐
謙
撰
、
四
冊
。（
民
線
二
・
宗
教231/2808

民
）

70
『
桃
園
明
聖
經
註
釈
』
：
一
九
一
八
年
重
刊
、
胡
印
田
註
釈
。〔
民
線
二
・

宗
教231/4726

民
〕

71
『
桃
園
明
聖
経
』
：
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.5

〕

72
『
三
聖
経
直
講
』
：
一
九
二
八
年
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.6

ま
た
は

47932

〕

73
『
三
聖
宝
訓
』
：
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.11

ま
た
は

47944

〕

74
『
関
聖
帝
君
十
二
戒
規
』
：
一
九
〇
八
年
（
光
緒
三
十
四
年
）
龍
門
芳
長

氏
・
渝
江
克
守
子
・
赤
水
慎
密
子
・
渝
北
破
迷
子
叙
、
一
九
一
八
年
重
刊
。

〔
子
部
二　

道
教
・
戒
律
〕

75
『
感
応
篇
句
解
』
：
一
九
三
九
年
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.10

ま
た
は

47937

〕

76
『
太
上
玉
笈
求
劫
金
燈
感
応
篇
新
註
』
：
一
八
六
〇
年
（
咸
豊
庚
申
）
序
、

一
九
一
七
年
重
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.3　

ま
た
は47918

〕

77
『
聖
喩
戒
規
』
：
一
九
一
四
年
。〔
子
部
二
・
道
教
・
戒
律
〕

78
『
関
帝
聖
霊
籤
』
：
民
国
間
重
刊
〔
民
線
二
・
宗
教218/6028

〕

79
『
文
昌
化
書
』
：
一
七
四
七
年
（
乾
隆
十
二
年
）
重
慶
府
合
州
序
、〔
徴
験

記
〕
一
八
三
六
年
（
道
光
十
六
年
）
合
陽
鄧
世
謙
撰
、
民
国
間
重
刊
。〔
子
部

二　

道
教
・
経
教
〕

80
『
文
昌
孝
経
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二　

道
教
・
経
教
〕

81
『
文
昌
帝
君
功
過
格
八
巻
』
：
一
七
二
四
年
（
雍
正
二
年
）
序
、
一
八
九
六

年
渝
北
跋
文
、
一
九
一
八
年
重
刊
。〔
子
部
二　

道
教
・
戒
律
〕

82
『
文
昌
帝
君
警
俗
勉
孝
歌
講
義
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二
・
道
教
・
経
教
〕

83
『
呂
祖
因
果
説
一
巻
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二　

道
教
・
経
教
〕

84
『
色
戒
録
』
：
一
六
九
六
年
（
康
熙
丙
子
）
叙
、
一
八
四
三
年
（
道
光
二
十

三
年
）
朱
虎
臣
序
、
一
九
一
八
年
重
刊
、（
清
）
傅
伯
辰
撰
。〔
子
部
一
・
未

線
・
修
養
教
誡
〕

85
『
色
門
棒
喝
』
：
一
九
二
〇
年
序
、
一
九
三
一
年
重
刊
、
康
維
恂
撰
。〔
子

部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

86
『
戒
色
篇
直
講
』
：
一
八
六
四
年
（
同
治
三
年
甲
子
歳
）
序
、
一
九
二
二
年

重
刊
、
不
二
子
編
撰
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕
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87
『
正
気
戒
淫
経
註
案
』
：
一
九
二
八
年
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.7

ま

た
は47933

〕

88
『
訓
女
快
読　

上
下
巻
』
：
一
九
〇
四
年
（
光
緒
甲
辰
年
）
援
江
鄧
百
川
撰
。

〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

89
『
弟
子
規
一
巻
』
：
一
九
一
九
年
、（
清
）
李
子
潜
撰
。〔
子
部
一
・
未
線
・

修
養
教
誡
〕

90
『
復
眞
十
要
』
：
一
九
二
一
年
古
塩
亦
如
居
士
序
、
一
九
三
二
年
重
刊
、
又

天
居
士
編
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

91
『
天
津
功
過
格
諧
音
読
本
』
：
一
八
八
七
年
（
光
緒
丁
亥
）、（
清
）
黄
泰
初

編
〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕。

92
『
治
世
金
鍼
三
巻
』
：
一
九
三
一
年
。〔
子
部
二
・
道
教
・
雑
纂
・
雑
著
雑

編
〕

93
『
救
世
実
言
』
：
一
九
三
二
年
序
、
王
昌
杰
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

235/1064　

ま
た
は47991

〕

94
『
末
劫
真
経
』
：
一
九
二
三
年
重
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教222/6028
〕

95
『
好
生
救
劫
編
』
：
一
八
七
四
年
（
同
治
十
三
年
）
貴
州
刻
本
、
一
九
二
三

年
重
刊
、
常
存
敬
畏
斎
主
人
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教231/4046

〕

96　
『
救
世
金
箴
七
種
合
刊
』
：
一
九
三
〇
年
重
刊
、
附
袁
了
凡
家
訓
。『
三
聖

経
』
や
訓
文
七
種
の
合
刻
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.14

ま
た
は47983

ま

た
は
民
線
二
・
宗
教231/6028.15

ま
た
は47985

〕

97
『
醒
世
図
』
：
一
九
一
八
年
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

98
『
醒
迷
録
』
：
一
九
一
九
年
。〔
民
線
二
・
宗
教233/6028.6　

ま
た
は

47981

〕

99
『
劬
勞
詩
一
巻
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

100
『
福
壽
根
基
』
：
一
九
三
二
年
、
端
陽
生
編
、
戒
淫
を
説
い
た
も
の
。〔
子

部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

101
『
十
殿
録
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二
・
宗
教
類
・
其
他
宗
教
〕

102
『
遊
冥
速
報
歌
三
巻
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二
・
宗
教
類
・
其
他
宗
教
〕

103
『
敬
竈
章
』
：
民
国
間
刊
。〔
子
部
二
・
宗
教
類
・
其
他
宗
教
〕

104
『
桃
花
源
伝
奇
一
巻
四
折　

懶
間
天
籟
一
巻
一
折　

劉
龍

塡
詞
』
：
一
九

一
九
年
、
富
順
三
多
寨
劉
氏
叢
書
重
刻
本
。〔
集
部
二
・
曲
類
・
伝
奇
〕

105
『
五
篇
霊
文
』
：
一
九
一
九
年
、
重
陽
祖
師
注
。〔
民
線
二
・
宗
教

231/2073

〕

106
『
格
言
聯
璧
不
分
巻
』
：
一
八
七
四
年
刻
、
一
九
一
九
年
刊
、（
清
）
金
纓

輯
。〔
民
線
二
・
宗
教233/8026

民
〕

107
『
繡
雲
閣
』
：
一
九
一
八
年
、
魏
文
中
撰
、
八
册
。〔
民
線
三
・
歴
史
小
説

813.7/2641/

民
〕

108
『
霊
山
大
路
』
：
民
国
間
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教231/6028.16

ま
た
は

47996

〕

109
『
天
律
摘
要
』
：
一
九
三
三
年
。〔
民
線
二
・
宗
教232/6028.4　

ま
た
は

47980

〕

110
『
心
伝
韵
語
五
巻
』
：
一
九
二
二
年
、（
清
）
臥
雲
等
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

232/7310
民
〕

111
『
経
濟
尋
源
九
巻
』
：
一
八
六
五
年
（
同
治
乙
丑
年
）
南
陽
覚
空
子
跋
、
一
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九
二
六
年
重
刊
、
覚
空
子
校
刊
。〔
民
線
二
・
宗
教232/7731　

ま
た
は47903

─8
〕

112
『
惜
命
安
親
種
子
録
』
：
民
国
間
刊
、
醒
迷
子
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/1631　

ま
た
は47950

〕

113
『
迴
瀾

草
』
：
一
八
七
九
年
（
光
緒
五
年
）
序
、
何
琳
撰
。〔
民
線
二
・

宗
教233/2114　

ま
た
は47982

〕

114
『
新
刊
七
真
因
果
伝
二
巻
』
：
一
九
一
七
年
序
、
龍
門
後
学
黄
永
亮
撰
。

〔
民
線
二
・
宗
教233/4430　

ま
た
は47864

─5

〕

115
『
福
田
論
』
：
一
九
一
九
年
、
栄
県
黄
覚
書
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/4475　

ま
た
は47951

〕

116
『
剛
雷
劍
二
巻
』
：
一
九
一
四
年
序
。〔
民
線
二
・
宗
教233/6028.2　

ま

た
は47866

─7

〕

117
『
祈
雨
正
宗
』
：
一
九
一
七
年
序
、
屈
履
居
士
撰
。〔
民
線
二
・
宗
教

233/7777　

ま
た
は47928

〕

118
『
自
求
多
福
』
：
一
九
三
一
年
、
念
劬
子
撰
〔
民
線
二
・
宗
教233/8021　

ま
た
は47995

〕

119
『
日
用
宝
筏
』
：
一
九
二
四
年
趙
際
雲
叙
。〔
民
線
二
・
宗
教235/6028.8　

ま
た
は47975

〕

【
医
薬
書
】

120
『
広
生
要
旨
八
巻
』
：
一
八
八
三
年
序
、
王
譚
撰
。
出
産
に
関
す
る
医
学
指

南
書
〔
民
線
二
・
宗
教235/1001

民
〕

121
『
麻
科
合
璧
不
分
巻
』
：
一
七
四
〇
年
（
乾
隆
五
年
）
叙
、
江
西
郁
氏
・
蕭

山
謝
心
陽
著
、
一
九
二
一
年
重
刊
。〔
子
部
一
・
医
家
類
・
各
科
〕

122
『
醒
閨
編
一
巻
（
廾
篇
）　

附
胎
産
経
験
良
方
一
巻
』
：
一
八
四
五
年
（
道

光
癸
卯
年
）
叙
、
一
九
二
四
年
重
刊
、（
清
）
廖
免
驕
撰
。〔
子
部
一
・
未
線
・

修
養
教
誡
〕

123
『
療
飢
良
方
不
分
巻
』
：
一
八
五
四
年
（
咸
豊
四
年
）
刻
、
一
九
二
〇
年
重

刊
、（
清
）
英
三
俊
撰
。〔
子
部
一
・
未
線
・
農
家
〕

124
『
普
濟
草
葯
提
要
一
巻　

附
急
救
方
一
巻
』
：
一
九
二
三
年
、
不
著
撰
人
。

〔
子
部
一
・
医
家
類
・
本
草
（
葯
字
）〕

125
『
急
救
応
験
良
方
不
分
巻
』
：
一
九
一
九
年
、（
清
）
費
山
寿
撰
。〔
子
部

一
・
医
家
類
・
医
方
論
医
案
〕

【
啓
蒙
書
】

126
『
村
学
究
語
』
：
一
九
二
一
年
。〔
民
線
二
・
宗
教233/6028.7　

ま
た
は

47992

〕

127
『
小
兒
語
浅
解
一
巻　

附
小
兒
語
補
逸
一
巻　

老
学
究
語
一
巻　

女
兒
語
浅

解
一
巻
』
：
一
九
一
七
年
刊
、（
明
）
呂
近
溪
撰
、（
清
）
李
惺
撰
・
周
家
楨
等

解
。〔
子
部
一
・
未
線
・
修
養
教
誡
〕

128
『
家
庭
教
育
合
璧
三
巻　

醒
世
俚
言
一
巻
』
：
一
八
〇
五
年
（
嘉
慶
乙
丑

歳
）
黄
色
臣
燮
序
、
一
九
二
三
年
重
刊
、（
清
）
陸
起
鯤
撰
。〔
子
部
一
・
未

線
・
修
養
教
誡
〕

129
『
養
蒙
針
度　

上
下
巻
（
含
五
巻
）』
：
一
八
八
〇
年
序
、（
清
）
虞
山
潘
子

声
撰
。〔
經
部
・
附
・
童
蒙
課
読
〕

130
『
四
字
便
蒙
学
校
課
本
』
：
一
九
二
二
年
、
李
庚
撰
、
合
川
慈
善
会
便
蒙
学
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校
刻
本
〔
経
部
・
附
・
童
蒙
課
讀
〕

【
風
水
】

131
『
求
地
真
訣
不
分
巻
』
：
一
九
二
二
年
。〔
子
部
二
・
術
数
類
・
相
宅
相
墓
〕

註（
1
）　

酒
井
忠
夫
は
、
清
代
の
善
書
を
（
1
）
清
代
の
代
表
的
な
善
書
で
あ
る
『
三

聖
経
』
│
す
な
わ
ち
『
感
応
篇
』・『
陰
隲
文
』・『
覚
世
真
経
』
及
び
そ
の
注
釈

書
を
含
む
「
古
典
善
書
」
と
（
2
）
清
代
道
光
期
以
降
に
扶

に
よ
っ
て
編
ま

れ
た
「
新
善
書
（
鸞
書
）」
と
に
分
類
し
て
い
る
。
酒
井
忠
夫
「
中
国
・
台
湾

史
よ
り
み
た
台
湾
の
道
教
」『
台
湾
の
宗
教
と
中
国
文
化
』
風
響
社
、
一
九
九

二
年
、
二
九
〜
三
一
頁
。

（
2
）　

近
代
中
国
の
扶
鸞
運
動
に
つ
い
て
は
、
主
に
酒
井
忠
夫
『
増
補
中
国
善
書
の

研
究
』
下
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
と
范
純
武
「
清
末
民
間
慈
善
事
業

与
鸞
堂
運
動
」（
台
湾
中
正
大
学
歴
史
研
究
所
碩
士
論
文
、
一
九
九
六
年
、
後

に
『
清
末
民
間
慈
善
事
業
与
鸞
堂
運
動
』
博
揚
文
化
、
二
〇
一
五
年
出
版
）
に

よ
っ
て
議
論
の
骨
子
が
整
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
善
書
と
鸞
書

（
扶

で
著
さ
れ
た
善
書
）
の
出
版
文
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
游
子
安
『
善
与

人
同
│
明
清
以
来
的
慈
善
与
教
化
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
や
近
代
香

港
に
伝
わ
る

壇
の
儀
礼
や
活
動
に
着
目
し
た
志
賀
市
子
『
近
代
中
国
の
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
と
道
教
』（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
年
）
等
の
研
究
に
よ
っ
て
扶

鸞
運
動
と
善
書
の
華
人
社
会
へ
の
普
及
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

例
え
ば
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
、
王
見
川
・
林
万
伝
・
范
純
武
ら
が
精

力
的
に
収
集
し
て
い
る
『
明
清
民
間
宗
教
経
巻
文
献
』（
新
文
豊
、
一
九
九
九

年
）、『
明
清
民
間
宗
教
経
巻
文
献
続
編
』（
新
文
豊
、
二
〇
〇
六
年
）、『
中
国

民
間
信
仰
・
民
間
文
化
資
料
彙
編
』（
第
一
輯
〜
第
三
輯
、
博
揚
文
化
、
二
〇

一
一
年
〜
二
〇
一
七
年
）、『
近
代
中
国
民
間
宗
教
経
巻
文
献
』（
新
文
豊
、
二

〇
一
五
年
）、『
明
清
以
来
善
書
叢
編
初
輯
』（
新
文
豊
、
二
〇
一
八
年
）
が
あ

る
。

（
4
）　

P
au

l K
atz, Religion in China  &

 its modern fate , W
alth

am
, M

assach
u

setts: 

B
ran

d
eis U

n
iversity P

ress, 2014.

王
見
川
「
明
善
書
局
与
同
善
社
│
│
兼
談

『
玄
霊
玉
皇
経
』
的
流
伝
」『
媽
祖
与
民
間
新
興
：
研
究
通
訊
』
第
一
号
、
博
揚

文
化
、
二
〇
一
二
年
。

（
5
）　

会
善
堂
に
よ
る
善
書
の
出
版
と
同
善
社
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ク
ラ
ー
ト
（P

h
ilip

 C
lart

）
が
二
〇
〇
七
年
バ
ー
ク
レ
ー
の
国
際
学
術
会

議
に
お
い
て
既
に
示
唆
し
て
い
る
。

（
6
）　

会
善
堂
の
成
立
前
史
と
慈
善
会
成
立
後
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
末

四
川
の
鸞
堂
と
宗
教
結
社
│
合
川
會
善
堂
慈
善
會
前
史
」『
東
方
宗
教
』
第
一

一
一
号
、
二
〇
〇
八
年
、
拙
稿
「
同
善
社
の
慈
善
事
業
：
合
川
会
善
堂
慈
善
会

の
軌
跡
を
中
心
に
」『
東
洋
学
報
』
第
九
四
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
参
照
。

（
7
）　

合
川
に
お
け
る
会
善
堂
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
は
、
呉
沢
涵
「
合
川
会
善
堂

与
慈
善
会
簡
況
」『
合
川
文
史
資
料
選
輯
』
五
輯
、
一
九
八
八
年
。

（
8
）　

礼
門
か
ら
同
善
社
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
陸
仲
偉
『
同
善
社
』、
社
会
問

題
研
究
叢
書
編
輯
委
員
会
参
照
。

（
9
）　

呉
沢
涵
（
一
九
八
八
年
）、
一
五
五
頁
。

（
10
）　
『
合
川
会
善
堂
慈
善
会
弁
法
書
』
合
川
会
善
堂
慈
善
会
刊
、
一
九
一
九
年
、

重
慶
北
碚
区
図
書
館
蔵
。

（
11
）　
『
弁
法
書
』、
印
刷
善
書
類
。

（
12
）　
『
弁
法
書
』、
閲
善
書
社
類
。

（
13
）　
『
弁
法
書
』、
印
刷
善
書
類
。

（
14
）　

江
鴻
・
郭
昭
華
「
盧
作
孚
与
北
碚
図
書
館
」『
北
碚
文
史
資
料　

北
碚
開
拓

者
盧
作
孚
』
三
輯
、
一
九
八
八
年
、
一
三
九
〜
一
四
〇
頁
。

（
15
）　
『
善
譚
』
煙
台
同
善
分
社
刊
、
一
九
二
〇
年
。

（
16
）　

彭
廷
衡
「
上
師
尊
書
」『
中
和
文
集
』、
四
三
頁
、「
今
謹
繕
写
成
書
。
因
弟
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子
盧
徳
麟
及
獬
入
川
之
便
、
令
其
面
呈
。
伏
乞
師
尊
広
慈
悲
之
心
、
憫
節
孝
之

苦
、
俯
準
核
正
、
定
名
賜
序
、
由
号
中
印
流
通
、
俾
咸
知
修
道
之
本
在
是
、
且

有
益
於
天
下
之
世
道
人
心
也
。」

（
17
）　

楊
覲
東
『
国
学
詮
鏡
』
真
我
軒
道
書
之
六
、
一
九
二
五
年
、
雲
南
省
図
書
館

蔵
。

（
18
）　

陸
仲
偉
『
同
善
社
』、
九
三
頁
。

　
　
　

本
研
究
は
、
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
若
手
研
究
者
研
究
助
成
に
よ

る
成
果
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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